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城南高等学校の校下である南山城の地
は、古来銘茶を産し、又観光地としても
歴史的に名高い宇治黄檗山、平等院と近
接し人情地味共に豊かなる地域を占めて
います。
本校の校章は「茶」に関する模様、

「向こう茶の実」の家紋を図案化したも
のです。

校 章 の 由 来

✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽

✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽京都府立城南高等女学校時代

向こう茶の実 校　章
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城南の空はほのぼの・・・
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城南の水ははろばろ・・・
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日
頃
は
同
窓
会
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
春
の
卒
業
生
を
会
員
に
迎
え
、
わ
が
母
校
は

創
立
以
来
66
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。
四

月
か
ら
は
西
宇
治
高
校
と
統
合
し
「
京
都
府
立
城

南
菱
創
高
等
学
校
」
と
し
て
生
徒
の
特
性
を
育
み
、

新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る
能
力
を
養
成
す
る
単

位
制
高
校
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

私
は
平
成
15
年
3
月
の
創
立
60
周
年
記
念
同
窓

会
と
懇
親
会
の
席
上
で
、
少
子
化
、
社
会
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
校
区
で
生
徒
を
決
め
る
の

で
は
な
く
、
生
徒
自
身
が
自
分
の
学
校
を
決
め
る

時
代
に
な
る
旨
を
挨
拶
に
交
え
ま
し
た
が
、
そ
の

2
年
後
の
春
に
母
校
と
西
宇
治
高
校
と
の
統
合
の

ニ
ュ
ー
ス
が
浮
上
す
る
と
は
想
像
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

諸
状
況
と
周
辺
環
境
の
大
き
な
変
化
に
よ
っ
て

特
色
の
あ
る
学
校
へ
の
変
化
が
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
た
中
で
、
歴
代
同
窓
会
長
、
数
多
く
の
方
々
か

ら
の
ご
意
見
を
下
に
同
窓
会
の
方
針
を
進
め
ま
し

た
。
同
窓
会
と
し
て
は
「
京
都
府
立
城
南
菱
創
高

等
学
校
同
窓
会
」
を
立
ち
上
げ
、
城
南
部
会
と
西

宇
治
部
会
と
の
構
成
に
よ
っ
て
当
面
の
運
営
を
進

め
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
卒

業
し
た
学
校
の
名
前
が
違
っ
て
も
両
校
同
窓
会
が

心
の
溝
を
作
ら
ず
、
近
い
将
来
お
互
い
に
高
校
時

代
の
話
し
を
気
軽
に
交
わ
せ
る
よ
う
に
最
善
の
努

力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

我
々
は
学
校
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
も
現

役
生
徒
を
支
援
す
る
最
大
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方

を
お
持
ち
と
は
思
い
ま
す
が
、
時
代
や
社
会
の
変

化
に
対
し
て
懐
旧
の
思
い
だ
け
で
は
対
応
が
及
ば

な
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
で
は
、
共
に
机
を
並
べ
た
仲
間
と
の

親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
学
年
同
窓
会
へ

の
支
援
を
重
視
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
校
地
の
移
転
に
伴
い
、
同
窓
会
か
ら
の

強
い
要
望
の
結
果
、
現
在
の
校
地
の
一
部
に
「
憩

い
の
庭
園
」（
平
成
23
年
完
成
）を
設
け
ま
す
。
校

歌
歌
碑
の
ほ
か
卒
業
時
の
記
念
植
樹
や
石
碑
等
を

こ
の
地
に
残
す
と
と
も
に
卒
業
生
二
万
六
千
名
が

学
ん
だ
足
跡
を
永
久
に
刻
む
記
念
碑
を
建
立
し
、

思
い
出
に
報
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
新
生
「
京
都
府
立
城
南
菱
創
高
等
学
校
」

が
卒
業
生
の
期
待
に
応
え
て
広
範
な
地
域
の
中
学

生
か
ら
選
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
に
な
る
た

め
に
、
学
校
に
も
真
剣
に
努
力
を
重
ね
て
い
た
だ

き
、
統
合
が
真
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
心
か
ら
願
い

ま
す
。

「
城
南
菱
創
高
等
学
校
」の
開
校
に
向
け
て

京
都
府
立
城
南
高
等
学
校
同
窓
会

会
　
長
　
　

辻
　
　
輝
夫
（
十
回
）

こ
の
度
の
同
窓
会
報
発
行
に
あ
た
り
一
言
御
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
ま
で
、
本
校
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
同
窓
会
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
に
対
し

ま
し
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。城

南
高
校
は
、
今
年
度
を
も
っ
て
66
年
の
歴
史

に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、「
栗
隈
」
の

地
に
学
ん
だ
同
窓
生
の
思
い
は
永
遠
の
も
の
だ
と

考
え
ま
す
。
昭
和
18
年
の
高
等
女
学
校
設
立
当
時

や
、
学
制
改
革
で
城
南
高
校
と
な
っ
た
昭
和
23
年

当
時
の
こ
と
を
記
載
し
た
新
聞
記
事
が
こ
の
夏
の

整
理
の
過
程
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は

「
山
城
地
域
の
人
々
の
願
い
を
具
現
化
さ
せ
た
高
等

女
学
校
で
あ
り
、
高
校
で
あ
る
」、「
多
く
の
人
々

の
努
力
と
情
熱
が
学
校
を
創
り
上
げ
て
き
た
」
と

表
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
4
月
に
は
西
宇
治
高
校
と
再
編
統
合

し
、「
城
南
菱
創
高
校
」
と
し
て
新
た
な
歴
史
が
始

ま
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
城
南
高
校
の
草
創
期
の
教

職
員
や
そ
こ
で
学
ん
だ
同
窓
生
の
思
い
と
同
じ
気

持
ち
に
な
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

城
南
菱
創
高
校
の
教
育
目
標
を
「
自
主
創
造
」

「
真
理
探
究
」「
社
会
貢
献
」
と
し
て
い
ま
す
。
普

通
科
の
多
様
性
に
対
し
、
現
在
城
南
高
校
に
設
置

さ
れ
て
い
る
専
門
学
科
「
教
養
科
学
科
」
で
は
、
大

学
へ
の
接
続
を
強
く
意
識
し
、
大
学
や
研
究
機
関

等
と
の
連
携
や
指
定
事
業
の
活
用
、
社
会
人
講
師

の
活
用
等
々
、
生
徒
た
ち
に「
気
付
き
の
場
」
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で「
自
ら
学
ぶ
力
」
を
付

け
る
た
め
に
、
自
分
で
課
題
を
設
定
し
て
学
ぶ
ゼ

ミ
等
を
設
け
、
自
主
的
に
創
造
し
、
真
理
を
探
究

で
き
る
生
徒
を
育
て
た
い
、
厚
み
・
深
み
を
追
及

し
て
い
き
た
い
、
社
会
に
出
れ
ば
今
ま
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
生
徒
を
育

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

城
南
菱
創
の
校
地
に
は
最
新
の
設
備
を
備
え
た

新
学
習
棟
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は
両
校

の
歴
史
を
展
示
す
る
メ
モ
リ
ア
ル
ル
ー
ム
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
方
々
の
様
々
な
思
い

を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
城
南
菱
創
高
校
を
預
か
る

身
と
し
て
は
、
在
校
す
る
生
徒
に
対
す
る
指
導
の

充
実
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
入
学
し
て
く
る
生
徒
に

選
ば
れ
る
学
校
づ
く
り
に
邁
進
し
た
い
、
そ
れ
が

同
窓
生
の
思
い
に
応
え
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
御
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

城
南
高
校
同
窓
会
報
発
行
に
あ
た
り

京
都
府
立
城
南
高
等
学
校

校
　
長
　
　

谷
本
　
義
和
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一
九
四
三

一
九
四
四

一
九
四
五

一
九
四
六

一
九
四
七

一
九
四
八

一
九
四
九

一
九
五
〇

一
九
五
一

一
九
五
二

一
九
五
三

一
九
五
四

一
九
五
五

一
九
五
六

一
九
五
七

一
九
五
八

年
　
　
度

ク

ラ

ブ

活

動

の

活

躍

・

母

校

の

動

き

同

窓

会

の

動

き

歴
代
同
窓
会
長

歴
代
学
校
長

※
歴
任
順
は
以
下
の
略
号
で

示
し
て
あ
り
ま
す
。

【
初
代
】：

同
窓
会
長

《
初
代
》：

学
校
長

※
総
会
・
講
演
会
講
師
の
職
名
は
当
時
の
も
の
で
す
。

※
ク
ラ
ブ
活
動
・
各
種
競
技
の
活
躍
は
次
の
基
準
に
よ
り
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

団
体
種
目：

近
畿
大
会
出
場
以
上
・
個
人
種
目：

全
国
大
会
出
場

た
だ
し
、
各
種
京
都
府
大
会
で
の
優
勝
に
関
す
る
記
録
も
加
え
て
あ
り
ま
す
。
文
科
系
各
種
ク
ラ

ブ
活
動
も
同
様
で
す
。
今
回
掲
載
で
き
な
か
っ
た
諸
記
録
に
つ
い
て
は
今
後
も
随
時
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
追
加
・
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
昭
和
18
）年

（
昭
和
19
）年

（
昭
和
20
）年

（
昭
和
21
）年

（
昭
和
22
）年

（
昭
和
23
）年

（
昭
和
24
）年

（
昭
和
25
）年

（
昭
和
26
）年

（
昭
和
27
）年

（
昭
和
28
）年

（
昭
和
29
）年

（
昭
和
30
）年

（
昭
和
31
）年

（
昭
和
32
）年

（
昭
和
33
）年

城
南
高
等
女
学
校
設
立
、
仮
校
舎
を
大
久
保
小
学
校
に
置
く

久
世
郡
大
久
保
村
大
字
広
野
小
字
丸
山
に
移
転
す
る

校
舎
の
第
1
期
工
事
竣
工（
平
屋
建
一
棟
七
教
室
）

校
舎
の
第
2
期
工
事
竣
工（
平
屋
建
作
法
室
）

校
舎
の
第
3
期
工
事
竣
工（
平
屋
建
一
棟
六
教
室
）

校
舎
の
第
4
期
工
事
竣
工（
二
階
建
一
棟
十
一
教
室
）

＊
女
子
排
球
部：

府
下
高
女
排
球
リ
ー
グ
戦
優
勝

城
南
高
等
女
学
校
第
1
回
卒
業
式
を
挙
行

運
動
場
の
整
地
工
事
竣
工

学
制
改
革
に
よ
り
高
等
学
校
に
移
行
・
京
都
府
立
城
南
高
等
学
校
と
称
す
る（
地
域
制
・
総

合
制
・
男
女
共
学
）。
通
学
区
域：
宇
治
・
久
世
・
綴
喜
3
郡
。
普
通
科
、
商
業
科

＊
バ
レ
ー
女
子：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
府
予
選
優
勝
・
近
畿
大
会
準
優
勝
・
全
国
大
会
出
場

校
舎
の
第
5
期
工
事
竣
工（
体
育
館
兼
講
堂
）

女
学
校
第
2
回
・
高
等
学
校
第
1
回
卒
業
式
挙
行

＊
バ
レ
ー
女
子：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
府
予
選
優
勝
・
全
国
大
会
出
場

昼
間
定
時
制
課
程（
普
通
科
）併
設

＊
バ
レ
ー
女
子：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
府
予
選
優
勝
・
近
畿
大
会
準
優
勝
・
全
国
大
会
出
場

＊
バ
レ
ー
女
子：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
府
予
選
優
勝
・
近
畿
大
会
優
勝
・
全
国
大
会
ベ
ス
ト
8

＊
サ
ッ
カ
ー：

国
体
出
場

＊
バ
レ
ー
女
子：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
府
予
選
優
勝
・
近
畿
大
会
優
勝
・
全
国
大
会
出
場

定
時
制
課
程
に
家
庭
科
併
設
・
同
普
通
科
募
集
停
止

＊
バ
レ
ー
女
子：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
府
予
選
優
勝
・
近
畿
大
会
準
優
勝
・
全
国
大
会
出
場

＊
卓
球：

男
子
個
人
西
日
本
大
会
出
場

＊
弓
道：

男
子
団
体
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
卓
球：

男
子
個
人
西
日
本
大
会
出
場

新
運
動
場
用
地（
宇
治
市
大
開
）買
収

同
窓
会
結
成

第
1
回
会
員
名
簿
発
刊

同
窓
会
誌
創
刊
号
発
刊

同
窓
会
誌
第
2
号
発
行

第
2
回
会
員
名
簿
刊
行

同
窓
会
誌
第
3
号
発
行

同
窓
会
誌
第
4
号
発
行

《
初
代
》
西
村
栄
次
郎

【
初
代
】
今
西
　
楽
子

《
2
代
》
吉
村
　
光
雄

【
2
代
】
和
田
　
和
代

【
3
代
】
神
原
　
恭
子

《
3
代
》
田
邊
　
重
一

【
4
代
】
神
谷
　
忠
雄

《
4
代
》
森
澤
　
四
郎

【
5
代
】
大
西
　
正
宣

【
6
代
】
村
田
　
徳
平

【
7
代
】
村
上
　
朝
昭

【
8
代
】
横
田
　
正
夫

【
9
代
】
徳
光
　
孝
雄
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一
九
五
九

一
九
六
〇

一
九
六
一

一
九
六
二

一
九
六
三

一
九
六
四

一
九
六
五

一
九
六
六

一
九
六
七

一
九
六
八

一
九
六
九

一
九
七
一

一
九
七
二

一
九
七
三

一
九
七
四

一
九
七
五 （

昭
和
34
）年

（
昭
和
35
）年

（
昭
和
36
）年

（
昭
和
37
）年

（
昭
和
38
）年

（
昭
和
39
）年

（
昭
和
40
）年

（
昭
和
41
）年

（
昭
和
42
）年

（
昭
和
43
）年

（
昭
和
44
）年

（
昭
和
46
）年

（
昭
和
47
）年

（
昭
和
48
）年

（
昭
和
49
）年

（
昭
和
50
）年

＊
サ
ッ
カ
ー：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
府
予
選
優
勝
・
近
畿
大
会
3
位
・
全
国
大
会
ベ
ス
ト
8

＊
体
操：

個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
府
予
選
優
勝

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
書
道：

全
日
本
学
校
全
国
学
生
競
書
大
会
特
選
1
名
・
銀
賞
2
名

＊
バ
レ
ー
女
子：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
府
予
選
優
勝
・
全
国
大
会
・
国
体
出
場

コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階
建
本
館（
1
0
0
番
棟
）竣
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階
建
校
舎（
2
0
0
番
棟
）竣
工

昼
間
定
時
制
募
集
停
止
、
全
日
制
に
家
政
科
設
置

新
体
育
館
竣
工

＊
山
岳：

新
潟
国
体
出
場

＊
バ
レ
ー
女
子：
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
府
予
選
優
勝
・
全
国
大
会
・
国
体
出
場

＊
合
唱：

京
都
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
2
位

定
時
制
課
程
廃
止

＊
合
唱：

京
都
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
1
位

＊
剣
道：

女
子
個
人
団
体
・
近
畿
総
体
府
予
選
優
勝

＊
山
岳：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
大
分
国
体
出
場

＊
バ
レ
ー
男
子：

近
畿
大
会
3
位

＊
剣
道：

女
子
個
人
近
畿
高
校
新
人
大
会
府
予
選
優
勝
・
近
畿
大
会
3
位
・
府
総
体
・
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
府
予
選
優
勝
・
全
国
大
会
出
場

＊
弓
道：

男
子
団
体
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
弓
道：

女
子
団
体
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階
建
校
舎（
3
0
0
番
棟
）竣
工

通
学
区
域
縮
小（
八
幡
高
校
開
校
に
伴
う
も
の
）

＊
弓
道：

女
子
個
人
・
男
子
団
体
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
陸
上：

男
子
1
0
0
Ｍ
国
体
出
場

通
学
区
域
縮
小（
城
陽
高
校
開
校
に
伴
う
も
の
）

＊
弓
道：

女
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
弓
道：

女
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

城
南
、
城
陽
、
東
宇
治（
同
年
開
校
）3
校
総
合
選
抜
制
と
な
る

＊
放
送：

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
コ
ン
テ
ス
ト
出
場

＊
弓
道：

女
子
団
体
・
男
子
個
人
・
女
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
軟
式
テ
ニ
ス：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団
体
の
部
出
場

＊
バ
ト
ミ
ン
ト
ン：

近
畿
大
会
個
人
の
部
出
場

同
窓
会
誌
第
5
号
発
行

同
窓
会
誌
第
6
号
発
行

同
窓
会
報
発
行

第
3
回
会
員
名
簿
刊
行

同
窓
会
報
発
行

《
5
代
》
森
田
　
勝
治

【
10
代
】
廣
瀬
　
浩
二

【
11
代
】
田
島
　
忠
夫

【
12
代
】
中
谷
　
英
雄

《
6
代
》
永
田
　
正
光

《
7
代
》
千
阪
　
静
一

《
8
代
》
木
村
　
正
一

《
9
代
》
岡
本
　
　
馨
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一
九
七
六

一
九
七
七

一
九
七
八

一
九
七
九

一
九
八
〇

一
九
八
一

一
九
八
二

一
九
八
三

一
九
八
四

一
九
八
五

一
九
八
六 （

昭
和
51
）年

（
昭
和
52
）年

（
昭
和
53
）年

（
昭
和
54
）年

（
昭
和
55
）年

（
昭
和
56
）年

（
昭
和
57
）年

（
昭
和
58
）年

（
昭
和
59
）年

（
昭
和
60
）年

（
昭
和
61
）年

＊
弓
道：

女
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

コ
ン
ク
リ
ー
ト
4
階
建
校
舎（
4
0
0
番
棟
）竣
工

＊
体
操：

国
体
出
場

＊
弓
道：

男
子
個
人
・
女
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
放
送：

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

＊
弓
道：

男
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

家
庭
科
募
集
停
止

＊
Ｅ
Ｓ
Ｓ：

全
日
本
高
校
英
語
ガ
イ
ド
コ
ン
テ
ス
ト
2
位

＊
弓
道：

女
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
放
送：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
高
校
ラ
ジ
オ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
佳
作

＊
陸
上：
女
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
1
0
0
Ｍ
6
位
、
2
0
0
Ｍ
4
位

＊
Ｅ
Ｓ
Ｓ：
全
日
本
高
校
英
語
ガ
イ
ド
コ
ン
テ
ス
ト
1
位

＊
弓
道：

女
子
団
体
・
女
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
剣
道：

京
都
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
剣
道
大
会
優
勝

＊
剣
道：

男
子
府
総
体
優
勝

＊
弓
道：

女
子
団
体
・
女
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
弓
道：

女
子
団
体
・
女
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
ス
キ
ー：

女
子
府
高
校
ス
キ
ー
部
駅
伝
優
勝

＊
ス
キ
ー：

女
子
府
高
校
ス
キ
ー
部
駅
伝
優
勝

＊
弓
道：

男
子
個
人
・
女
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
放
送：

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

＊
弓
道：

女
子
・
男
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
・
女
子
団
体
全
国
選
抜
大
会
ベ
ス
ト
8

＊
吹
奏
楽：

近
畿
高
校
総
合
文
化
祭
出
場

＊
体
操：

近
畿
大
会
1
名
出
場

＊
放
送：

府
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
1
位
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞

＊
弓
道：

女
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
ベ
ス
ト
8

＊
ス
キ
ー：

女
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
放
送：

府
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
1
位

商
業
科
募
集
停
止

＊
弓
道：

女
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
吹
奏
楽：

府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
・
近
畿
高
校
総
合
文
化
祭
出
場

＊
ス
キ
ー：

女
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
陸
上：

男
子
国
体
5
0
0
0
Ｍ
4
位

＊
弓
道：

女
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
吹
奏
楽：

府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞

第
4
回
会
員
名
簿
刊
行

【
13
代
】
浜
口
　
　
勝

《
10
代
》
柚
木
　
一
男

《
11
代
》
瀬
戸
　
稲
生

《
12
代
》
西
野
　
是
夫

《
13
代
》
尼
子
　
定
信

【
14
代
】
林
　
　
猛
雄
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一
九
八
七

一
九
八
八

一
九
八
九

一
九
九
〇

一
九
九
一

一
九
九
二

一
九
九
三

一
九
九
四

一
九
九
五

一
九
九
六

一
九
九
七

一
九
九
八 （

昭
和
62
）年

（
昭
和
63
）年

（
平
成
1
）年

（
平
成
2
）年

（
平
成
3
）年

（
平
成
4
）年

（
平
成
5
）年

（
平
成
6
）年

（
平
成
7
）年

（
平
成
8
）年

（
平
成
9
）年

（
平
成
10
）年

＊
ス
キ
ー：

女
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
軟
式
テ
ニ
ス：

男
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
個
人
の
部
出
場

商
業
科
廃
止

＊
弓
道：

女
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
吹
奏
楽：

府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞

＊
ス
キ
ー：

女
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
陸
上：

男
子
国
体
1
万
Ｍ
6
位

＊
弓
道：

女
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
ベ
ス
ト
8
・
個
人
準
優
勝

＊
陸
上：

女
子
国
体
出
場
4
0
0
Ｍ
ハ
ー
ド
ル
・
男
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
走
高
跳

＊
弓
道：
京
都
総
体
男
女
団
体
・
個
人
優
勝
。
近
畿
大
会
男
子
・
女
子
個
人
優
勝
。
近
畿

大
会
男
子
団
体
遠
的
競
技
優
勝

＊
剣
道：

府
剣
道
大
会
5
段
以
下
の
部
優
勝

＊
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ：

ア
ジ
ア
大
会
入
賞
・
ア
ジ
ア
選
手
権
入
賞

＊
弓
道：

男
子
団
体
・
男
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
。
全
国
選
抜
大
会
女
子
団
体
出
場

＊
弓
道：

男
子
個
人
・
女
子
団
体
・
女
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

新
体
育
館
竣
工

＊
吹
奏
楽：

府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞

＊
弓
道：

女
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル：

女
子
近
畿
大
会
出
場

学
校
公
開
講
座
「
城
南
講
座
」
開
始（
平
成
13
年
ま
で
）

＊
弓
道：

男
子
団
体
・
男
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
弓
道：

女
子
団
体
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
。
全
国
選
抜
大
会
女
子
団
体
出
場

＊
演
劇：

府
高
校
演
劇
大
会
最
優
秀
賞
・
近
畿
高
校
演
劇
研
究
大
会
優
秀
賞

＊
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル：

女
子
近
畿
大
会
出
場

＊
吹
奏
楽：

府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞

＊
演
劇：

近
畿
高
校
演
劇
研
究
大
会
優
秀
賞

＊
吹
奏
楽：

府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
・
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
金
賞

＊
弓
道：

男
子
個
人
全
国
総
合
選
抜
大
会
府
予
選
優
勝
・
全
国
選
抜
大
会
出
場

第
5
回
会
員
名
簿
刊
行

創
立
45
周
年
記
念
式
典（
京
都
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
）

新
同
窓
会
報
発
行
開
始

同
窓
会
報
発
行

創
立
50
周
年
記
念
式
典（
京
都
蹴
上
・
都
ホ
テ
ル
）

50
周
年
記
念
誌
発
刊

上
記
の
同
窓
会
担
当
講
座
の
内
容
は
別
枠（
19
頁
）に
掲
載

海
外
派
遣
支
援
制
度
事
業
開
始

同
窓
会
報
発
行

5
月
14
日
　
40
年
ぶ
り
に
初
め
て
母
校
で
の
総
会
・
以
降
平

成
12
年
度
ま
で
毎
年
度
開
催
を
継
続

総
会
・
講
演
会
「
朝
鮮
の
食
、
日
本
の
食
」

滋
賀
県
立
大
学
　
教
授
　
チ
ョ
ン
・
デ
ソ
ン（
4
回
卒
業
）

英
検
2
級
合
格
セ
ミ
ナ
ー
本
コ
ー
ス
開
催（
5
回
講
座
）

講
演
会
「
素
晴
ら
し
き
自
転
車
旅
行
」
永
谷
彰
朗
氏

海
外
派
遣
研
修
生
帰
国
報
告
会（
5
名
）

同
窓
会
報
発
行

総
会
・
講
演
会
「
宇
治
と
平
等
院
」

甲
南
女
子
大
学
　
学
長
　
宮
城
　
宏
氏
　

講
演
会
「
大
人
の
知
ら
な
い
子
ど
も
の
世
界
」

Ｆ
Ｍ
宇
治
　
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

小
森
雅
夫（
23
回
卒
業
）

海
外
派
遣
研
修
生
報
告
集
「
英
国
で
の
体
験
」（
7
名
）
発
刊

《
14
代
》
杉
本
　
康
男

【
15
代
】
豊
田
　
元
彦

《
15
代
》
河
野
　
　
司

【
16
代
】
池
本
　
　
甫

【
17
代
】
神
谷
　
忠
雄

《
16
代
》
北
村
　
貞
二

【
18
代
】
籔
内
マ
サ
子

《
17
代
》
長
谷
川
昌
次

【
19
代
】
中
川
　
和
男

《
18
代
》
山
口
　
重
直
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一
九
九
九

二
〇
〇
〇

二
〇
〇
一

二
〇
〇
二

二
〇
〇
三

二
〇
〇
四

二
〇
〇
五

二
〇
〇
六

二
〇
〇
七

二
〇
〇
八

二
〇
〇
九 （

平
成
11
）年

（
平
成
12
）年

（
平
成
13
）年

（
平
成
14
）年

（
平
成
15
）年

（
平
成
16
）年

（
平
成
17
）年

（
平
成
18
）年

（
平
成
19
）年

（
平
成
20
）年

（
平
成
21
）年

＊
演
劇：

近
畿
高
校
演
劇
研
究
大
会
優
秀
賞

＊
弓
道：

男
子
個
人
全
国
総
合
選
抜
大
会
府
予
選
優
勝
・
全
国
選
抜
大
会
出
場

＊
陸
上：

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
1
1
0
Ｍ
ハ
ー
ド
ル
出
場

＊
弓
道：

近
畿
高
校
弓
道
選
抜
大
会
団
体
男
子
3
位

＊
演
劇：

近
畿
高
校
総
合
文
化
祭
演
劇
部
門
優
秀
賞

＊
弓
道：

女
子
団
体
全
国
選
抜
大
会
出
場

創
立
60
周
年

＊
演
劇：

近
畿
高
校
演
劇
研
究
大
会
優
秀
賞

＊
弓
道：

女
子
個
人
全
国
選
抜
大
会
出
場

＊
齋
藤（
荒
川
）裕
理（
第
50
回
卒
業
生
）：

カ
ル
タ
競
技
日
本
一
・
第
47
期
ク
イ
ー
ン
位
獲
得

＊
ス
ケ
ー
ト：

男
子
個
人
国
体
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

6
月
　
府
会
で
西
宇
治
高
校
と
の
再
編
決
定

＊
弓
道：

男
子
団
体
近
畿
高
等
学
校
選
抜
大
会
出
場

＊
体
操：

女
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

＊
ス
ケ
ー
ト：

男
子
個
人
国
体
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

6
月
　
府
会
で
「
京
都
府
立
城
南
菱
創
高
等
学
校
」
と
新
校
名
決
定

＊
書
道：

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
出
品

＊
体
操：

女
子
個
人
国
体
出
場
。
女
子
団
体
京
都
府
新
人
選
手
権
大
会
優
勝

＊
ス
ケ
ー
ト：

男
子
個
人
国
体
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

単
位
制
に
改
編

＊
体
操：

女
子
団
体
近
畿
大
会
出
場
・
京
都
府
新
人
選
手
権
大
会
優
勝
。
女
子
個
人
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場

9
月
1
日
　
京
都
府
立
城
南
菱
創
高
等
学
校
開
設

＊
体
操：

女
子
個
人
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
・
国
体
出
場
・
団
体
近
畿
大
会
出
場

＊
弓
道：

女
子
団
体
近
畿
大
会
出
場

＊
吹
奏
楽：

府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
小
編
成
の
部
金
賞
・
き
ら
め
き
賞

※
予
定
　
3
月
21
日
　
閉
校
式
典
開
催

海
外
研
修
支
援
制
度
に
変
更
。
詳
細
は
別
枠（
17
頁
）に
掲
載

漢
字
検
定
合
格
者
表
彰
制
度
開
始

同
窓
会
報
発
行

賛
助
金
会
費
制
度
開
始

総
会
・
講
演
会
「
芝
居
よ
も
や
ま
話
」

劇
団
ち
か
ら
座
　
代
表
　
岩
上
　
力
（
18
回
卒
業
）

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

「
英
語
を
楽
し
む
会
」
開
始
。
内
容
は
別
枠（
17
頁
）に
掲
載

簿
記
、
ワ
ー
プ
ロ
検
定
合
格
者
表
彰
制
度
開
始

講
演
会
「
老
人
ボ
ケ
に
つ
い
て
」

近
畿
大
学
医
学
部
　
教
授
　
梅
村
博
也
（
8
回
卒
業
）

同
窓
会
報
発
行

同
窓
会
報
発
行

60
周
年
記
念
式
典
・
総
会（
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
）

第
6
回
会
員
名
簿
刊
行

同
窓
会
報
発
行

同
窓
会
報（
最
終
版
）発
行

※
予
定
　
閉
校
記
念
懇
親
会
開
催（
於
パ
ル
テ
ィ
ー
ル
京
都
）

《
19
代
》
山
内
　
　
彰

【
20
代
】
辻
　
　
輝
夫

《
20
代
》
内
田
　
一
孝

《
21
代
》
西
山
　
正
文

《
22
代
》
谷
本
　
義
和

《
初
代
》
谷
本
　
義
和

（
兼
務
）
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単
位
制
に
よ
る
全
日
制
課
程
で
普
通

科
と
専
門
学
科
を
併
置
し
て
い
る
高
校

は
全
国
的
に
も
例
が
少
な
く
、
特
に
城

南
菱
創
高
校
の
場
合
は
、
在
籍
生
徒
の

80
％
以
上
が
4
年
制
大
学
へ
進
学
す
る

「
進
学
重
視
型
」
の
単
位
制
高
校
と
な
る

の
で
、
全
国
的
な
注
目
を
集
め
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る（
既
に
、
他
府
県
か
ら

管
外
視
察
の
申
込
み
が
増
え
て
き
て
い

る
）。学

校
規
模
と
し
て
は
、
一
学
年
6
学

級
規
模
の
高
校（
普
通
科：

4
学
級
、

専
門
学
科：

2
学
級
）と
な
り
、
全
校

生
徒
数
は
7
2
0
名
程
度
と
な
る
。
ま

た
、
通
学
区
域
は
、
普
通
科
・
専
門
学

科
と
も
に
府
内
全
域
と
な
る
。

さ
て
、
単
位
制
高
校
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
少
し
説
明
を
加
え

た
い
。
単
位
制
高
校
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

端
的
に
述
べ
る
と
、「
選
択
科
目
の
多

さ
」
と
「
少
人
数
講
座（→

き
め
細
か
な

学
習
指
導
）」
に
あ
る
。
普
通
科
で
の
比

較
を
す
る
と
、
単
位
制
の
場
合
、
選
択

科
目
の
総
単
位
数
は
学
年
制
の
4
倍
近

く
の
40
数
単
位
に
上
る
。
こ
れ
は
、
単

位
制
高
校
の
設
置
目
的
が
、
そ
も
そ
も

『
多
様
な
進
路
ニ
ー
ズ
』
に
応
え
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
選
択
科
目
を

多
く
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
、「
選
択

科
目
が
多
い→

少
人
数
講
座
の
開
設→

よ
り
多
く
の
教
室
＆
教
員
が
必
要→
手

厚
く
、
き
め
細
か
な
学
習
指
導
が
可
能

（
生
活
指
導
や
部
活
動
指
導
も
同
様
）」

と
の
推
測
は
容
易
で
あ
ろ
う
。

余
談
で
は
あ
る
が
、
京
都
府
の
府
立

高
校
の
場
合
、
一
般
の
高
校（
学
年
制

普
通
科
）の
適
正
規
模
を
一
学
年
8
学

級
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
単
位
制
高

校
で
は
、
一
学
年
6
学
級
と
し
て
い
る
。

次
に
、
専
門
学
科
に
つ
い
て
述
べ
て

お
き
た
い
。
平
成
19
年
度
に
城
南
高
校

が
学
科
改
編
を
し
、
単
位
制
の
専
門
学

科〔
教
養
科
学
科：

人
文
・
社
会
科
学

系
統
、
自
然
科
学
系
統
　
各
1
学
級
〕

が
設
置
さ
れ
た
。「
専
門
学
科
」
と
い
う

言
葉
を
何
気
な
し
に
使
っ
て
き
た
が
、

城
南
高
校
に
設
置
さ
れ
た
専
門
学
科

は
、
農
業
、
工
業
、
商
業
と
い
っ
た
職

業
系
の
専
門
学
科
で
は
な
く
、『
大
学
へ

の
接
続
』
を
目
指
す
、
新
し
い
タ
イ
プ

の
専
門
学
科
で
あ
る
。

教
養
科
学
科
に
は
、
①
西
宇
治
高
校

が
平
成
9
年
以
来
、
単
位
制
普
通
科
と

し
て
築
い
て
き
た
「
進
学
実
績
」、
②
単

位
制
高
校
が
持
つ「
本
来
の
機
能
」
を
そ

れ
ぞ
れ
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
大
学
や
研
究
機
関
等
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
他
校
に
は
な
い
「
斬
新

な
取
組
」、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
魅
力
あ
る

「
教
育
活
動
の
展
開
」
が
必
要
と
な
る
。

幸
い
な
こ
と
に
学
術
顧
問
の
3
人
の
大

学
教
授
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
、
熱

心
な
御
指
導
・
御
助
言
、
御
協
力
を
い

た
だ
き
、
準
備
は
着
々
と
進
ん
で
来
た
。

ま
た
、
昨
年
7
月
末
に
西
宇
治
高
校

校
地
に
完
成
し
た
「
新
学
習
棟
」
に
は
、

メ
モ
リ
ア
ル
ル
ー
ム
や
図
書
室
に
加
え
、

最
新
の
設
備
や
備
品
の
整
っ
た
サ
イ
エ

ン
ス
・
ラ
ボ（
理
科
実
験
室
）、
Ｃ
Ａ
Ｌ

Ｌ（Com
puter

Assisted
Language

Learning：

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て

語
学
学
習
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
）教

室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
、
多
目
的
ホ

ー
ル（
体
育
や
研
究
発
表
に
使
用
）な
ど

が
設
け
ら
れ
専
門
学
科
と
し
て
の
真
価

が
問
わ
れ
る
日
は
近
い
。

最
後
に
、
城
南
菱
創
高
校
の
展
望
に

つ
い
て
語
り
た
い
。
昨
年
8
月
23
日
に

開
催
さ
れ
た
第
1
回
学
校
説
明
会
に

は
、
関
係
者
の
予
想
を
は
る
か
に
上
回

る
千
百
人
も
の
中
3
生
・
保
護
者
の
参

加
が
あ
り
、
府
民
の
関
心
と
期
待
の
高

さ
を
実
感
し
た
。

本
来
、
教
育
に
お
い
て
大
切
な
の
は
、

教
育
内
容
、
施
設
・
設
備
、
そ
し
て
何

よ
り
教
職
員
の
教
育
に
か
け
る
熱
意
・

情
熱
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
が
揃
え
ば
、

生
徒
は
結
果
と
し
て
自
然
に
集
ま
る
。

長
年
に
渡
り
、
城
南
高
校
が
山
城
地
域

の
基
幹
校
と
し
て
果
た
し
て
き
た
役
割

を
継
承
す
る
た
め
に
も
、
未
来
志
向
で
、

近
視
的
に
な
ら
ず
、
次
元
の
高
い
教
育
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
教
育
を
創
造
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
20
年
9
月
1
日
に
は
城
南
菱
創

高
校
が
設
置
さ
れ
、
初
代
校
長
と
し
て

谷
本
義
和
氏
が
就
任
し
た（
城
南
高
校

校
長
を
兼
務
）。
谷
本
氏
は
、
府
教
育

委
員
会
で
西
宇
治
高
校
に
単
位
制
普
通

科
を
設
置
す
る
こ
と
に
尽
力
し
、
今
日

の
西
宇
治
高
校
の
礎
を
築
い
た
人
物
で

あ
る
。

単
位
制
普
通
科
の
魅
力
は
、「
何
と
い

っ
て
も
多
様
な
進
路
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（「
自
分
で
作
る
時

間
割
」）に
あ
る
」
と
谷
本
氏
は
言
う
。

一
言
で
表
現
す
れ
ば『
多
様
性
』
で
あ
る
。
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城
南
菱
創
高
校
で
は
、「
高
い
学
力
」
と

「
探
究
の
精
神
」
を
涵
養
し
て
大
学
へ
の

接
続
を
目
指
す
専
門
学
科
が
併
置
さ

れ
、
い
わ
ば『
専
門
性
』
が
加
わ
る
こ
と

に
な
る
。「
多
様
性
」
と「
専
門
性
」、
換

言
す
れ
ば
、「
幅
」
に
「
厚
み
」
が
加
わ

り
、
い
よ
い
よ
理
想
と
す
る
『
単
位
制

高
校
の
完
成
』
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

冒
頭
で
城
南
菱
創
高
校
は
、「
進
学
重

視
型
」
の
単
位
制
高
校
で
あ
る
と
述
べ

た
が
、
現
在
、
普
通
科（
西
宇
治
高
校
）

で
は
、
生
徒
の
70
数
％
が
4
年
制
大
学

へ
進
学
し
て
い
る
。
教
養
科
学
科
に
お

い
て
は
、
4
年
制
大
学
進
学
1
0
0
％

を
前
提
と
し
て
学
科
が
設
置
さ
れ
、
そ

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
教
育
課
程

の
編
成
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
等
、
先
進

的
な
教
育
内
容
の
創
造
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
傾
注
し
て
き
た
。

従
っ
て
、
普
通
科
と
専
門
学
科
を
合

計
す
る
と
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に

80
％
以
上
の
生
徒
が
4
年
制
大
学
へ
進

学
す
る
高
校
と
な
る
訳
で
あ
る
。
普
通

科（
西
宇
治
高
校
）で
の
過
去
の
進
学
実

績
及
び
教
養
科
学
科
の
見
込
み
を
含
め

総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
卒
業
生
の

40
％
近
く
が
国
公
立
大
学
か
難
関
私
立

大
学
へ
進
学
す
る
高
校
と
な
る
の
に
そ

う
長
い
年
月
を
要
す
る
こ
と
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

部
活
動
で
は
、
既
に
サ
ッ
カ
ー
部
と

野
球
部
が
合
同
チ
ー
ム
で
大
会
に
参
加

し
、
新
聞
紙
上
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。

城
南
菱
創
高
校
と
し
て
、
来
春
か
ら
近

畿
大
会
や
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
期
待

で
き
る
体
育
系
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
、
体

操
部
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
弓
道
部
、

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
在
活
動
が
盛
ん

な
文
化
系
ク
ラ
ブ
は
、
吹
奏
楽
部
、
放

送
部
、
美
術
部
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
な

ど
が
あ
る
。

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
既
存

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
保
障
す
る
こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
る
が
、
学
校
の
特
色
化
を

推
進
す
る
た
め
に
、
近
い
将
来
、
強
化

ク
ラ
ブ
を
設
定
す
る
よ
う
な
発
想
が
あ

っ
て
も
面
白
い
。

自
主
活
動
で
敢
え
て
も
う
一
つ
特
筆

す
る
な
ら
ば
、
演
劇
が
あ
る
。
西
宇
治

高
校
で
は
、
文
化
祭
で
の
演
劇
が
学
校

の
良
き
伝
統
と
な
り
、
例
年
完
成
度
の

高
い
演
劇
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。「
演
劇

は
総
合
芸
術
、
ク
ラ
ス
劇
は
ク
ラ
ス
の

総
和
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
城
南
菱
創

高
校
と
し
て
も
、
純
粋
な
創
作
活
動
を

通
し
て
、
創
造
性
や
集
団
と
し
て
の
規

律
、
仲
間
意
識
を
高
め
た
い
。

『
確
か
な
進
路
実
現
』
と
『
充
実
し
た

自
主
活
動
』
を
2
大
テ
ー
マ
と
し
、
城

南
菱
創
高
校
が
い
よ
い
よ
開
校
す
る
。

城
南
高
校
同
窓
会
員
の
皆
様
の
温
か
い

御
声
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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多目的ホール

新学習棟（外観）

ＣＡＬＬ教室

図 書 室

サイエンスラボ

《平成20年７月末に完成した新学習棟》
写真のほかに、『メモリアルホール』、『コンピュータ教室』がある。

Since 2009

Jonan Ryoso
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最
初
に
、
城
南
高
校
の
現
状
を
簡
単

に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
平
成

20
年
度
の
城
南
高
校
は
学
級
数
僅
か
9

学
級
、
在
籍
生
徒
数
3
1
8
名
と
極
め

て
小
規
模
校
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
年

度
が
、『
城
南
菱
創
高
校
』
の
開
校
に
向

け
て
の
移
行
期
2
年
目
に
当
た
る
か
ら

で
あ
る
。
平
成
21
年
4
月
、
城
南
高
校

と
西
宇
治
高
校
は
発
展
的
に
統
合
し
、

西
宇
治
高
校
校
地
に
て
城
南
菱
創
高
校

と
し
て
開
校
す
る
。

現
在
、
城
南
高
校
で
は
、
第
一
学
年

と
第
二
学
年
は「
単
位
制
専
門
学
科（
教

養
科
学
科
）」
各
学
年
2
学
級
、
第
三
学

年
は
「
学
年
制
普
通
科
」
5
学
級
、
と

い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
一

つ
の
学
校
に
「
単
位
制
専
門
学
科
」
と

「
学
年
制
普
通
科
」
が
混
在
す
る
と
い
う

た
い
へ
ん
珍
し
い
ケ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
現
3
年
生
が
城
南
高
校
生
と

し
て
の
最
後
の
卒
業
生
と
な
る
。
現
2

年
生
と
1
年
生
は
、
城
南
菱
創
高
校
の

そ
れ
ぞ
れ
第
1
期
生
、
第
2
期
生
と
し

て
卒
業
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

話
題
を
変
え
て
、
懐
か
し
い
校
舎
に

つ
い
て
少
し
触
れ
た
い
。
全
校
生
徒
数

が
2
0
0
0
名
を
超
え
、
校
舎
内
に
生

徒
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
た
時
代
を
考

え
れ
ば
、
3
1
0
数
名
の
生
徒
が
こ
の

緑
豊
か
な
広
大
な
敷
地
内
の
広
々
と
し

た
校
舎（
現
在
2
0
0
〜
4
0
0
番
台

を
使
用
）を
我
が
物
顔
で
闊
歩
で
き
る

と
は
羨
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。
明
る
く

伸
び
伸
び
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
今
日

も
笑
い
声
が
校
舎
内
に
心
地
よ
く
響
い

て
い
る
。

次
に
、
部
活
動
で
本
年
度
活
躍
し
た

ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
よ
う
。
村
谷
教
諭
の

熱
心
な
指
導
に
よ
り
、
体
操
部
が
女
子

個
人
総
合
で
2
年
連
続
全
国
大
会（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
）へ
の
出
場
を
果
た
し
た
。

昨
年
の
五
十
嵐
結
選
手
に
続
き
、
木
下

万
梨
子
、
坂
本
実
香
選
手
が
出
場
！

弓
道
部
も
女
子
団
体
の
部
で
、
南
裕
里

恵
、
原
口
直
子
、
田
井
美
里
、
津
根
悠

選
手
が
第
61
回
近
畿
高
等
学
校
弓
道
大

会
に
出
場
を
果
た
し
た
。
文
化
系
ク
ラ

ブ
で
は
、
吹
奏
楽

部
が
第
45
回
京
都

府
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル《
小
編
成
の

部
》に
お
い
て「
金

賞
」
を
受
賞
し
た
。

以
前
よ
り
、
活
躍

し
た
ク
ラ
ブ
・
選

手
な
ら
び
に
各
種

検
定
合
格
者
に
対

し
て
は
同
窓
会
か

ら
激
励
金
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
学

校
よ
り
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
て

お
き
た
い
。

ま
た
※日
中
21
世

紀
交
流
事
業
で

は
、
教
養
科
学
科

2
年
の
女
子
生
徒

13
名
が
、
中
国
の

招
き
で
昨
年
6
月

に
6
泊
7
日
の
日

程
で
北
京
市
、
長

春
市
、
大
連
市
等

を
訪
れ
た
。
滞
在
中
は
、
当
地
の
学
校

訪
問
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
を
通
し
て
同

世
代
と
の
交
流
を
深
め
た
。

※
一
昨
年
10
月
に
本
校
が
中
国
の
高
校

生
17
人
の
訪
問
を
引
き
受
け
、
ホ
ス
ト

役
を
務
め
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
今

回
の
訪
中
団
は
総
勢
1
0
0
名
。
団
長

は
谷
本
義
和（
本
校
校
長
）、
京
都
府
か

ら
は
45
人
の
高
校
生
が
参
加
し
た
。
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母
校
の
現
況

日中21世紀交流事業での訪中団

【
城
南
菱
創
高
校
へ
の
ア
ク
セ
ス
】

●
近
鉄
小
倉
駅
か
ら
徒
歩
10
分

●
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
か
ら
徒
歩
18
分

建
設
中
の
弓
道
場
（
西
宇
治
高
校
校
地
）

体
操
部
女
子
全
国
大
会
出
場
。

左
が
木
下（
3
年
）、
右
が
坂
本（
2
年
）選
手

弓道部女子近畿大会出場。
左から津根悠、南裕里恵、田井美里、原
口直子の各選手
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城南高校同窓会報（最終版・特別号） 2009（平成21）年１月発行－15－

一
、
城
南
高
校
同
窓
会
の
歩
み

戦
前
の
昭
和
18
年
、
城
南
高
等
女
学

校
が
開
校
し
、
第
1
期
生
が
戦
後
昭
和

22
年
に
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
翌
昭
和
23

年
に
は
城
南
高
等
女
学
校
同
窓
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
学
制
改
革
に
よ
り
学

校
名
が
城
南
高
等
学
校
と
な
っ
た
後
の

卒
業
生
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
、「
城
南
高
等
女
学
校
・
城
南

高
等
学
校
同
窓
会
」
と
名
称
も
変
わ
り

ま
し
た
。

当
時
は
、
同
窓
会
と
い
っ
て
も
、
設

立
後
の
日
も
浅
い
の
で
、
20
歳
前
後
の

若
者
た
ち
で
活
動
が
担
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
29
年
に
は
同
窓
会
名
簿
を
発
刊

し
、
昭
和
30
年
か
ら
35
年
ま
で
は
毎
年

同
窓
会
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
紙

面
を
み
る
と
、
職
場
や
大
学
、
地
域
単

位
の
支
部
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

支
部
か
ら
の
報
告
が
な
さ
れ
て
お
り
、

若
か
り
し
先
輩
諸
氏
の
心
意
気
を
見
せ

付
け
ら
れ
ま
す
。

二
、
同
窓
会
の
充
実
・
発
展
期
　

昭
和
37
年
に
第
3
回
会
員
名
簿
が
発

行
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
の
間
停
滞
の

時
代
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和

56
年
に
第
4
回
、
昭
和
62
年
に
は
第
5

回
の
会
員
名
簿
が
発
行
さ
れ
、
整
備
さ

れ
た
名
簿
を
利
用
し
て
、
平
成
元
年
に

は
京
都
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
創
立

45
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
わ
が
同
窓
会
を
二
期
に
分
け

る
と
す
れ
ば
、
こ
の
式
典
の
前
後
で
分

け
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
会
員
の
中
に

は
50
歳
を
超
え
、
時
間
的
な
面
で
同
窓

会
活
動
に
関
わ
る
ゆ
と
り
の
あ
る
人
が

増
え
、
活
発
な
活
動
が
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
会
報
の
継
続

的
な
発
行
が
復
活
し
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
5
年
に
50
周
年
の
節
目
の
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
当
時
の
河
野
司
校
長

か
ら
の
提
案
も
あ
り
、
在
校
生
を
英
国

へ
語
学
留
学
さ
せ
る
と
い
う
極
め
て
ユ

ニ
ー
ク
で
積
極
的
な
学
校
支
援
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
後
に

漢
字
検
定
、
ワ
ー
プ
ロ
検
定
等
対
象
を

広
げ
た
表
彰
制
度
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

他
方
、
同
窓
会
会
員
が
集
ま
る
機
会

を
増
や
す
た
め
、
理
事
会
や
総
会
前
後

に
講
演
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
学
校
と
共
に
、
地
域

住
民
を
対
象
と
す
る
城
南
講
座
も
担
当

し
ま
し
た
。
更
に
、
同
窓
会
事
業
と
し

て
市
民
向
け
英
語
講
座
も
立
ち
上
げ
、

現
在
も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
業
を
継

続
す
る
た
め
に
は
、
入
会
時
の
同
窓
会

費
だ
け
で
は
と
て
も
足
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
平
成
11
年
の
会
報
発
行
に
合
わ

せ
て
賛
助
金
会
費
を
集
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
同
窓
会
員
の
熱
い
思
い
を

今
後
の
同
窓
会
活
動
に
も
生
か
し
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。

三
、
新
時
代
、

城
南
菱
創
高
校
同
窓
会
へ

城
南
高
校
は
、
西
宇
治
高
校
と
統
合

さ
れ
、
新
た
に
城
南
菱
創
高
校
と
し
て

再
出
発
し
ま
す
。

同
窓
会
は
、
学
校
と
は
別
の
組
織
で

は
あ
り
ま
す
が
、
学
校
と
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
、
学
校
の
統
合

に
準
じ
て
同
窓
会
も
統
合
し
、
統
合
し

た
同
窓
会
が
統
合
校
の
卒
業
生
を
受
け

入
れ
て
行
く
の
が
、
自
然
な
成
り
行
き

で
あ
り
、
か
つ
府
教
委
が
統
合
理
由
の

説
明
で
強
調
し
て
い
た
「
伝
統
の
継
承
」

と
い
う
考
え
に
も
合
致
す
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
同
窓
会
で
は
、
理
事
会
に

お
い
て
、
後
記
す
る
よ
う
な
同
窓
会
統

合
案
を
決
議
し
ま
し
た
。
こ
の
案
は
、

学
校
の
統
合
に
合
わ
せ
て
同
窓
会
を
統

合
し
つ
つ
も
「
城
南
部
会
」、「
西
宇
治

部
会
」、「
城
南
菱
創
部
会
」
と
い
う
部

会
制
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
独
自
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

同
窓
会
で
は
、
西
宇
治
高
校
同
窓
会

会
長
に
も
こ
の
案
を
示
し
て
、
統
合
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
る
こ
と
を
申
し
入

れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
真
に
残

念
な
こ
と
に
現
在（
＊
08
・
11
・
3
）の

と
こ
ろ
、
協
議
に
さ
え
応
じ
て
頂
け
な

い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
当
面
の
間
は
残
念
で
は
あ
り
ま

す
が
、
城
南
部
会
と
城
南
菱
創
部
会
の

二
部
会
制
で
進
め
て
行
か
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
城
南
菱
創
高
校

同
窓
会
も
、
こ
れ
ま
で
の
城
南
高
校
同

窓
会
同
様
、
意
義
あ
る
活
動
を
活
発
に

続
け
て
行
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

同
窓
会
か
ら
の
報
告

城
南
高
校
同
窓
会
か
ら

城
南
菱
創
高
校
同
窓
会
へ

＜同窓会活動の源泉＞賛助金会費のお願い
名前は変わりましたが、これからも同窓会は城南菱創高校と共に歩み続けることになります。既に会員数が２

万６千人に及び、今後更に増え続けて行きます。我が同窓会がこれまでどおり活発な活動を維持し、学校へも

十分な支援を継続するためにはこれまでに増して費用が必要になります。

会員諸氏におかれましては、是非、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。１口2,000円としていますが

上限は設けません。どしどしご支援の程お願いいたします。
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城南高校同窓会報（最終版・特別号）2009（平成21）年１月発行 －16－

統合後の同窓会の概要
１．名　　称：京都府立城南菱創高等学校同窓会
事務局所在地：京都府立城南菱創高等学校内　

２．会　　員
正 会 員：京都府立城南高等女学校・京都府立城南

高等学校・京都府立西宇治高等学校・京
都府立城南菱創高等学校卒業生

特別会員：京都府立城南高等女学校・京都府立城南
高等学校・京都府立西宇治高等学校・京
都府立城南菱創高等学校の現・元教職員

３．部　　会
本会には次の部会を置く。
城 南 部 会：京都府立城南高等女学校・京都府立

城南高等学校卒業生で構成する。
西宇治部会：京都府立西宇治高等学校卒業生で構

成する。
城南菱創部会：京都府立城南菱創高等学校卒業生で

構成する。
４．役　　員
（1）会　　長 １　名
（2）副 会 長 ２　名
（3）会　　計 １　名
（4）部 会 長 各１名
（5）理　　事 学年理事

（6）常任理事 10 名　各部会から最低２名以上
５．統合時資産
統合時、双方資産の全てを統合後の同窓会に移す。

６．会　　費
入 会 時：義務会費
賛助会費：任意会費　

７．会　　計
一般会計
部会会計：城南部会会計・西宇治部会会計・城南菱

創部会会計　
８．部会会計の収入
【城南部会の収入】
統合時城南高校同窓会から移管した資産の２分の１
城南部会員が納めた賛助会費の２分の１　
【西宇治部会の収入】
統合時西宇治高校同窓会から移管した資産の２分の１
西宇治部会員が納めた賛助会費の２分の１　
【城南菱創部会の収入】
城南菱創部会員の納めた会費の２分の１
城南菱創部会員の納めた賛助会費の２分の１

統合時期
遅くとも統合された学校の第１回目の卒業生が出るまで。

城南高校、西宇治高校統合（21年度）に向けての同窓会統合（案）
（人数、割合などの数字は仮のもの）

校地移転に伴い、学校と同窓会では次のような計画を進
めています。

１．現校地の跡地利用
現校地の跡地には「特別支援学校」（知的障害者・肢体
不自由者対象）が新設されます。
京都府内全体の特別支援教育の拠点校として平成23年
４月に開校予定です。
現在の校舎等の建物は新体育館（平成５年竣工）以外全
て平成21・22年度に解体・建築工事に入る予定です。な
お、グラウンドの跡地利用・活用は未定です。

２．記念庭園の造園
同窓会の強い要望により、新体育館北側に260㎡の記念
庭園を造園します。桜、橘などの植樹とともに、現存の
「校歌歌碑」「不動智の碑」を移転し、26,000名に及ぶ卒業
生の足跡を永久に刻む「記念碑」を新たに建立します。
完成予定日は平成23年３月末日です。同年度より開校
となる「特別支援学校」構内への入校には相応の配慮が必

要とされますが、所定の手続きを経れば同窓生には庭園
の見学ができるようにします。
完成後には旧日を顧みて大切な思い出の時間をお過ご
しください。委細は後日同窓会ホームページ内（27頁に紹
介）でご案内します。

３．資料等の保存
学校・同窓会関係の各種記念品・資料類は城南菱創高
校内のメモリアルホールにて展示・保管します。

記念庭園予想図
入口より 左から「不動智の碑」、「記念碑」、奥に「校歌歌碑」

移 転 後 の 姿
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「英語を楽しむ会」に参加して３年になります。同窓会理事の母の紹介で入らせていただきました。小泉八雲を読んでいると聞いていま
したが、他にも英国の歴史、小説、詩、英語に纏わるコラム等、様々な角度から英語に接することができています。講師の小出先生は
長らく大学、高校で英語、仏語を教えて来られ、八雲研究の第一人者でもあります。知識の豊かさ、様々な文化への造詣の深さに感銘
を受け、学ぶことの多い会です。所謂「英会話教室」ではなく、文化の違いを認識したうえでの人間理解、コミュニケーションについて
お話しくださるので、実際に役立つことも多く、楽しく通っています。また、メンバーの方々も人生経験が豊かで知識が豊富で、多く
を学ばせていただいています。今後もこの楽しい英語の会が長く続きますように願っています。 （古田　民　28回）

「英語を楽しむ会」展望 講　師 小出澄生（４回）

該　　当　　者　　　　　　　　　（ ）は留学年月
なし
西埜有紀子（平成7年3月）
物部（森）凡子（平成7年7月） 丹治　香織（平成8年3月）
奥西　史樹（平成8年7月） 中村　典子（平成9年3月）
宮城紀美子（平成9年7月） 陶山　永史（平成9年8月）

該　　当　　者　　　　　　　　　（ ）は留学年月
長戸　結未（平成12年7月） 手塚　沙織（平成12年12月）
土井田麻季（平成13年7月） 山田　　悠（平成13年12月）
陶山　淳子（平成16年8月）
なし　

該　　当　　者
浅田　年計　　高美さおり
多喜　辰則　　椚田　公二　　南　由岐子　　晝間　　敬　　小森　浩充　　前田亜希子
柿本　祐一　　金谷　道子
なし
なし
柿本　喜昭　　向野　　華
柳生　佳織　　下山　香織　　宮下　卓也
福田ひろ子
金山　暁史　　中森　一恵
なし

年　　度
平成５年度
平成６年度
平成７年度
平成８年度
平成９年度

年　　度
平成12年度
平成13年度
平成16年度

平成17～19年度

年　　度
平成11年度

平成12年度

平成13年度
平成14年度
平成15年度
平成16年度
平成17年度
平成18年度
平成19年度

海外派遣支援制度事業・海外研修支援制度

※平成９年３月発行の同窓会報に「海外派遣だより」を報告・掲載

２. 海外研修支援制度
「海外派遣支援制度事業」を「海外研修支援制度」に改称し、事業を継続する。（平成９年12月６日の理事会にて承認）

※平成17年７月発行の同窓会報に「海外研修支援制度について」を報告・掲載

３. 英語検定合格者で海外研修に行かなかった者
同窓会より図書券を贈呈

１. 海外派遣支援制度事業
創立50周年記念事業として平成５～９年度の５ヶ年間に実施。
英語検定２級以上の合格者で留学希望者を対象とする。

市民
公開
講座

英語の世界を楽しむ集いは、気がつけば８年目に入っている。先日
「私、発会式から精勤ですよ」と言うご高齢の女性受講者に続いて「継続
は力なりです」と男性受講者が言う。「お互いに無理せず楽しいから続く
のね」と皆で自画自賛、改めて８年目を実感するのであった。確かに、
無理していれば８年続く筈はなかろう。
小生がこの講座の講師を頼まれた時、“目的は？”と問い返した。同窓
会の掲げる趣旨（地域社会への奉仕還元）はよく解るが、それは一時の思
い付きや単なる心意気だけでは続かない。小生はそれを案じつつバック
アップで起動。小生の奉仕意欲を強めたのは熱心な受講者である。同窓会主催をしっかり信頼して真面目に取り組
まれる態度と真剣な質問であった。これにはお応えせねばなるまいと小生の気持ちは徐々に固まり続いている。
受講者は英語の世界に興味、関心、体験がありガムシャラでなく自然に楽しく英語の文化、教養に親しんでいる。
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平成15年度

１級合格…03名
２級合格…36名

準１級合格…01名
２級合格…02名

２級合格…10名

平成16年度

１級合格…02名
２級合格…29名

２級合格…03名

２級合格…17名

平成17年度

２級合格…01名

２級合格…07名

平成18年度

２級合格…02名

２級合格…02名

２級合格…01名

平成19年度

２級合格…02名

２級合格…04名

平成20年度

２級合格…03名

年 度
項 目

全　商
ワープロ検定

日本実用
英語検定

日本漢字
能力検定

実用数学
技能検定

■ 演劇部
【平成15年度】
第38回近畿高校演劇研究大会

■ 書道部
【平成18年度】
第30回全国高校総合文化祭出品（女子１名）

■ 吹奏楽部
【平成15年度】
第29回定期演奏会開催
【平成16年度】
第30回定期演奏会開催
【平成17年度】
第31回定期演奏会開催
【平成18年度】
第32回定期演奏会開催
【平成19年度】
第33回定期演奏会開催

■ 弓道部
【平成15年度】
第22回全国高校弓道選抜大会（１名）
【平成16年度】
近畿高校弓道大会個人の部（男子２名）
【平成17年度】
第13回近畿高校弓道選抜大会（男子団体）
【平成18年度】
近畿高校弓道大会個人の部（男子２名）
【平成19年度】
近畿高校弓道大会女子上級の部（女子１名）

【平成20年度】
第27回全国高校弓道選抜大会（女子団体）
近畿高校弓道大会（女子団体）

■ 体操部
【平成16年度】
近畿大会新体操（女子１名）
【平成17年度】
全国高校総体（新体操：女子１名）
近畿大会（体操：男子１名・新体操：女子１名）
【平成18年度】
第60回近畿高校体操競技
【平成19年度】
近畿大会（女子団体・女子個人１名）
全国高校総体（女子１名）
近畿大会（女子団体４名・女子個人２名）
第61回国体体操競技（女子個人１名）
【平成20年度】
近畿大会（女子団体４名・女子個人１名）
国体（女子個人１名）
全国高校総体（女子個人２名）

■ スケート競技
【平成16年度】
第60回冬季国体スケートフィギュアの部（男子１名）
全国高校総体スケートフィギュアの部（男子１名）
【平成17年度】
第61回冬季国体スケートフィギュアの部（男子１名）
全国高校総体スケートフィギュアの部（男子１名）
【平成18年度】
第62回冬季国体スケートフィギュアの部（男子１名）
全国高校総体スケートフィギュアの部（男子１名）

各種表彰・クラブ活動補助
■ 各種検定

■ クラブ活動
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年 度

平成 5

平成 6

平成 7

平成 8

平成 9

平成10

平成11

平成12

平成13

No.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

講座名称
宇治の文化と伝統
みやびの世界を訪ねて

世界の食と文化

国際化の流れのなかで

書と日本の伝統文化
うつくしい かなの書

書と日本の伝統文化Ⅱ
うつくしい かなの書
書と日本の伝統文化Ⅲ
うつくしい かなの書
漢字仮名交じり文を書く
宇治の歴史散歩
お茶と茶器など
宇治の歴史散歩
宇治の地にまつわる歴史を学ぶ
宇治の歴史・味覚散歩
山城地方や宇治の地にまつわる
歴史や地域産業から学ぶ
最先端技術を訪ねて
南山城の過去～現在～未来

日　　時
平成 5 年 9 月26日
平成 5 年11月 7 日

平成 6 年 9 月25日

平成 6 年11月 6 日

平成 7 年10月22日
平成 7 年11月25日
平成 7 年12月 2 日

平成 8 年10月12日

平成 9 年11月15日

平成10年10月17日

平成11年10月 2 日

平成12年11月 4 日

平成13年10月25日

学習内容（テーマ）
「宇治茶の文化史」
「王朝の文学2」―宇治十帖史跡めぐり―
「“アオサイ”の映える街」
―ベトナムの食と文化―

「ドンブリ・トックリ・チョク」
―朝鮮半島の食と文化―

「小野小町の伝統に触れる」
「刻字」
「刻字」

「世界遺産と国宝」

「江戸初期の文化と施策について」

「宇治茶のあゆみと日本文化」
―すべてのルーツは宇治にあった―

「宇治の歴史遺産」

「京田辺市の由緒ある寺々を訪ねて」
―観音寺・一休寺・大徳寺―
＊口絵（４頁左下）に写真掲載

「現在の最先端見学＝学研都市」

学校公開講座「 城 南 講 座 」 （同窓会担当分）

●平成16年度
11月06日
02月19日

●平成17年度
06月11日

09月10日
●平成18年度

09月10日

11月18日
02月17日
03月18日

●平成19年度
05月18日
06月08日
08月04日

11月17日

●平成20年度
07月12日

08月13日

09月11日

第１回常任理事会・理事会＜事業報告、会計報告、会計予算、賛助会費募金＞
第２回常任理事会・理事会＜平17・18年度役員改選、会報の発行、総会開催＞

第１回常任理事会・理事会＜総会運営、事業報告、会計報告、会計予算、会報発行、山城地域
の府立高校再編整備＞
総会、記念講演

第１回常任理事会・理事会＜事業報告、会計報告、会計予算、城南・西宇治高校との「統合準
備委員会の設立」＞
第１回統合設立委員会
第２回常任理事会＜平19・20年度役員改選、会報発行＞
第２回理事会＜平19・20年度役員決定、統合準備委員会委員決定、平19年度総会中止、平20

年度会報発行＞

第１回閉校準備委員会＜閉校記念式典（学校）、記念事業＞
第２回閉校準備委員会
第１回常任理事会＜事業報告、会計報告、会計予算、会報編集委員の選任、閉校準備委員会の
設立（学校）＞
第２回常任理事会・統合委員会合同会＜会報最終版発行編集の決定、統合に向けての同窓会の
あり方＞

第１回常任理事会・理事会＜事業報告、会計報告、会計予算、統合に向けての基本方針、閉校
記念事業（閉校式＝学校、閉校記念懇親会・閉校記念庭園の整備・記念碑の設置＝同窓会）＞
第３回閉校記念実行委員会＜記念式典の開催（学校）、懇親会の開催、会報発行、記念設置、フ
ァイナル演奏会の開催＞
閉校記念懇親会実行委員会＜懇親会次第＞

主な活動報告
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社
会
科
　
乾
　
幸
次

京
都
府
立
城
南
高
等
学
校
は
、
卒
業

生
の
心
の

ふ
る
さ
と

で
す
。
城
南

高
校
の
校
名
が
な
く
な
る
の
は
残
念
な

こ
と
で
す
。

南
山
城
の
人
々
の
努
力
に
よ
り
戦
前

に
創
設
さ
れ
た
古
い
歴
史
を
も
つ

城

南
高
校

で
す
。

私
は
社
会
科
地
理
を
担
当
し
、
地
歴

ク
ラ
ブ
の
責
任
者
で
し
た
。
地
歴
ク
ラ

ブ
は
校
外
へ
出
て
活
動
す
る
機
会
が
多

か
っ
た
で
す
。

地
歴
の
授
業
は
地
図
帖
と
掛
地
図
を

中
心
に
行
い
、
み
ん
な
よ
く
勉
強
し
た

こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

体
育
科
　
藤
川
義
人

『
感
動
の
城
南
、
城
南
の
魂
と
お
互
い
の

友
情
は
永
遠
で
す
』

昭
和
30
年
4
月
か
ら
36
年
3
月
ま
で

城
南
高
等
学
校
教
諭
を
拝
命
し
ま
し

た
。
城
南
の
丘
は
ひ
ろ
び
ろ
‥
‥
教
職

員
や
生
徒
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歌
っ
た

校
歌
は
今
な
お
私
の
懐
か
し
い
、
忘
れ

ら
れ
な
い
心
の
一
頁
に
な
っ
て
い
ま
す
。

恒
例
の
学
校
行
事
の
ひ
と
つ
で
あ
っ

た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
生
徒
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
っ
た
と
き
、

臨
時
に
設
置
さ
れ
た
後
列
の
横
長
椅
子

の
上
で
歌
っ
て
い
る
間
に
椅
子
が
揺
れ

だ
し
て
、
誰
か
ら
と
も
な
く
ガ
タ
ガ
タ

と
震
え
が
始
ま
っ
て
大
慌
て
し
た
こ
と

が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
や
合
唱
部
な
ど
に
続
い
て
サ
ッ

カ
ー
部
も
頑
張
り
ま
し
た
。
昭
和
33
年

1
月
、
第
36
回
全
国
高
等
学
校
選
手
権

大
会
で
見
事
に
京
滋
大
会
を
勝
ち
抜

き
、
全
国
大
会
で
は
ベ
ス
ト
8
ま
で
進

出
し
ま
し
た
。

今
、
現
実
の
京
都
府
立
城
南
高
等
学

校
の
教
育
活
動
が
無
く
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
京
都
府
立
城
南
高
等
学
校

と
京
都
府
立
城
南
高
等
学
校
同
窓
会
の

名
前
は
不
滅
で
す
。
い
つ
も
在
校
生
、

教
職
員
、
卒
業
生
、
各
部
Ｏ
Ｂ
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
‥
‥
全
て
の
人
々
の
心
が
ひ
と
つ

に
な
っ
て
頑
張
っ
て
来
ら
れ
た
城
南
高

校
の
火
が
消
え
て
ゆ
く
の
か
と
思
う
と

淋
し
さ
に
堪
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
が
城
南
高
校
へ
の
辞
令
を
頂
い
て

か
ら
今
や
53
年
を
経
ま
し
た
。
母
校
は

消
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
城
南
高

校
の
名
は
不
滅
で
す
。
先
達
の
労
を
讃

え
、
友
を
愛
し
、
郷
土
を
愛
し
、
美
し

い
城
南
文
化
を
大
切
に
、
卒
業
生
の
皆

さ
ま
が
よ
り
豊
か
に
、
よ
り
美
し
く
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
念
願
し
て

い
ま
す
。

理
　
科
　
竹
下
克
彦

私
が
府
立
城
南
高
校
に
赴
任
い
た
し

ま
し
た
の
は
昭
和
34
年
4
月
の
こ
と
で
、

そ
の
当
時
の
城
南
高
校
の
第
一
印
象
は

北
側
に
「
礼
法
室
」
が
現
存
し
て
お
り
、

旧
教
室
は
元
気
な
生
徒
が
一
斉
に
起
立

す
る
と
窓
枠
か
ら
窓
が
倒
れ
る
こ
と
も

あ
る
状
況
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
学
校
に
あ
っ
て
も
多
く

の
教
員
、
生
徒
に
は
「
ぼ
く
等
の
青
春
」

を
謳
歌
す
る
自
由
な
雰
囲
気
が
漲
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

私
個
人
の
立
場
か
ら
申
せ
ば
、
当
時

の
学
校
長
が
中
学（
旧
制
府
立
桃
山
中

学
）1
年
5
組
の
担
任
で
あ
り
、
生
涯

の
恩
師
と
の
め
ぐ
り
会
い
で
し
た
。

私
に
と
っ
て
教
育
に
向
う
条
件
は
整

っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
30
代
ま
っ
た

だ
中
で
生
徒
を
集
め
、
専
門
教
科
に
近

い「
生
物
ク
ラ
ブ
」
を
組
織
し
、
当
初
は

5
、
6
名
だ
っ
た
部
員
も
年
毎
に
増
え
、

ク
ラ
ブ
活
動
費
も
生
徒
会
予
算
で
年
々

倍
増
す
る
盛
況
で
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
毎
年
の
4
泊
5
日
の

「
臨
海
実
習
」（
一
か
ら
十
ま
で
自
前
。

交
通
費
・
宿
泊
費
合
わ
せ
て
6
千
円

位
）で
の
宿
泊
に
は
寺
社
、
林
間
で
は

国
立
大
学
演
習
林
を
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
福
井
県
若
狭
地
方
、
京

都
府
丹
波
・
丹
後
、
兵
庫
県
但
馬
、
三

重
県
伊
勢
志
摩
地
方
、
演
習
林
は
鈴
鹿

山
脈
、
京
北
町
の
京
大
芦
生
演
習
林

等
々
、
そ
の
他
舞
鶴
湾
の
冠
島（
オ
オ

ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
生
息
地
）、
鳥
羽
湾
の
島

に
も
宿
泊
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
の
若
い
生
物
部
員
も
皆
一

様
に
当
時
の
憶
い
出
を
各
自
の
胸
に
刻

み
、
夫
々
に
立
派
に
社
会
で
役
立
っ
て

く
れ
て
い
る
姿
を
目
に
し
て
心
か
ら
喜

ん
で
い
る
次
第
で
す
。

※
竹
下
先
生
に
は
病
床
よ
り
ご
寄
稿
を

い
た
だ
き
ま
し
た（
編
集
部
）。

書
　
道
　
森
　
　
實

昭
和
36
年
4
月
の
赴
任
以
来
12
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
教
員
生
活
の

1
／
4
が
城
南
高
校
の
勤
務
で
す
。
そ

れ
だ
け
に
愛
着
の
あ
る
学
校
で
、
閉
校

に
な
る
と
知
り
、
驚
き
、
惜
し
ん
で
い

ま
す
。

校
舎
に
挟
ま
れ
た
校
庭
の
中
央
に
立

派
な
桜
の
樹
が
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。
団
塊
の
世
代
が
高
校
に
入

学
し
た
頃
で
、
一
ク
ラ
ス
約
50
人
が
全

校
で
46
、
47
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

大
阪
で
博
覧
会
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、

バ
ス
45
台
ほ
ど
を
連
ね
て
見
学
に
行
っ

た
の
は
壮
観
で
し
た
。
修
学
旅
行
も
九

州
や
東
北
方
面
に
三
班
で
行
っ
た
も
の

で
す
。

赴
任
し
て
す
ぐ
に
三
年
の
担
任
と
な
り

昭和42年9月15日　第1回城南―洛北定期戦

平成15年11月16日　生物クラブＯＢ会　於花やしき
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ま
し
た
。
そ
の
三
年
生
が
教
員
生
活
で

初
め
て
送
り
出
し
た
卒
業
生
と
な
り
、
思

い
入
れ
も
一
入
で
す
。
当
時
は
専
ら
就

職
の
生
徒
に
頭
を
痛
め
て
い
ま
し
た
。
生

徒
指
導
や
家
庭
訪
問
の
た
め
に
今
の
京

田
辺
や
八
幡
市
ま
で
足
を
運
び
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
は
運
動
部
は
勿
論
で
す

が
文
化
部
も
盛
ん
で
し
た
。
合
唱
、
美

術
、
書
道
の
他
に
も
生
物
、
化
学
、
天

文
、
文
芸
部
な
ど
が
活
動
し
、
文
化
祭

で
は
各
々
発
表
を
行
い
、
展
示
の
説
明

で
も
活
き
活
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

書
道
部
で
は
部
員
も
多
く
、
文
化
祭

の
展
示
が
一
教
室
で
は
収
ま
ら
な
い
作

品
数
で
、
会
場
確
保
、
展
示
幕
の
調
達

に
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
京
展
」
に

当
時
一
年
の
Ｍ
君
が
高
校
生
で
入
選
し

て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
一
緒
に
何
日

も
、
何
枚
も
書
い
た
も
の
で
す
。

ま
だ
ラ
グ
ビ
ー
部
は
な
く
、
着
任
2

年
目
に
二
年
生
の
数
名
が
楕
円
の
ボ
ー

ル
を
持
っ
て
走
り
た
い
と
言
っ
て
来
ま

し
た
。
前
任
の
鴨
沂
高
校
で
監
督
と
し

て
花
園
出
場
の
経
験
が
あ
り
、
喜
ん
で

顧
問
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
剣
道
と
の

掛
持
ち
で
す
。

翌
年
、
部
に
昇
格
し
本
格
的
に
練
習

を
始
め
ま
し
た
。
当
時
は
備
品
や
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
揃
え
る
の
も
難
し
い
時
代

で
し
た
。
夏
の
合
宿
は
教
室
を
宿
舎
に

し
、
食
事
は
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
家

庭
科
教
室
で
調
理
し
て
く
れ
ま
し
た
。

公
式
戦
に
参
加
し
、
春
の
総
体
で
立

命
館
高
校
に
勝
っ
た
新
聞
記
事
「
新
鋭

城
南
、
古
豪
立
命
館
を
破
る
」
も
痛
快

な
想
い
出
で
す
。

社
会
科
　
早
瀬
哲
恒

城
南
へ
は
昭
和
38
年
4
月
に
赴
任
し

た
。
小
さ
な
加
悦
谷
か
ら
マ
ン
モ
ス
校

の
城
南
へ
、
同
僚
合
わ
せ
て
13
名
だ
っ

た
。
森
田
校
長
か
ら
「
転
勤
し
て
来
る

ん
だ
っ
た
ら
家
ぐ
ら
い
決
め
と
け
」
と
言

わ
れ
頭
に
来
た
が
、
あ
ん
な
偉
大
な
校

長
は
も
う
出
な
い
だ
ろ
う
。

丹
後
か
ら
府
南
部
へ
移
る
な
ら

一

気
に
老
ノ
坂
を
越
え
ん
と
い
か
ん

と

加
悦
谷
高
校
の
三
野
校
長
が
手
配
し
て

く
れ
た
の
だ
。
ち
ょ
う
ど
地
理
が
一
年

生
で
必
修
と
な
っ
た
年
で
大
阪
へ
の
異

動
の
話
し
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
府
が
放

さ
な
か
っ
た
と
後
で
聞
い
た
。

地
理
は

乾
大
先
生

が
お
ら
れ
、

同
じ
く
先
輩
の
山
田
先
生
と
一
緒
に
赴

任
し
、
三
人
で
分
担
し
た
。
郷
土
研
究

部
だ
っ
た
か
、
校
門
前
で
の
自
動
車
通

過
量
調
査
や
明
日
香
探
訪
等
が
思
い
出

さ
れ
る
。

ク
ラ
ブ
と
言
え
ば
、
城
南
在
職
中
の

大
半
以
上
サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
問
を
し
た
。

監
督
は
城
南
出
身
の
Ｇ
Ｋ
、
や
は
り
同

期
赴
任
の
岡
本
先
生
。
一
番
の
思
い
出

は
長
居
競
技
場
で
の
近
畿
大
会
出
場
で

あ
る
。
い
つ
ご
ろ
だ
っ
た
か
一
年
だ
け

昔
取
っ
た
杵
柄
で
軽
音
楽
部
の
顧
問
を

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

生
来
の
天
の
邪
鬼
で
、
校
務
分
掌
で

運
営
委
員
の
先
生
方
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
。
2
年
目
ぐ
ら
い
の
あ
る

職
員
会
議
で
ど
な
た
か
が
「
ク
ラ
ス
担

任
は
頭
の
い
い
確
り
と
し
た
者
で
な
い

と
」
と
仰
言
っ
た
。
以
来
、

城
南
で

は
担
任
を
し
な
い

と
決
め
、
教
務
・

進
路
・
教
務
と
小
林
先
生
、
釈
・
橋

本
・
上
林
の
三
先
生
お
よ
び
吉
川
先
生

に
こ
れ
ま
た
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

6
校
長
、
16
年
、
多
く
の
先
生
方
の

お
蔭
で
一
番
い
い
城
南
時
代
を
過
ご
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。
城
南
は
私
の
旧
制
中

学
入
学
と
同
期
開
校
で
あ
り
、
正
に
同

世
代
を
歩
ん
で
来
た
懐
か
し
い
学
校
で

あ
る
。

社
会
科
　
上
林
泰
夫

『
生
徒
と
と
も
に
燃
焼
し
尽
く
し
た
歳
月
』

城
南
高
校

―
私
の
高
校
教
育
の
原

点
で
あ
る
。
今
も
懐
か
し
い
郷
愁
に
似

た
思
い
が
甦
っ
て
く
る
。
昭
和
30
年
代
、

私
は
2
校
目
に
僻
地
教
育
に
携
わ
り
、

厳
し
い
寒
さ
と
世
間
か
ら
隔
絶
し
た
山

村
の
分
校
か
ら
城
南
高
校
へ
の
転
勤
の

発
令
を
受
け
た
。

着
任
し
て
驚
い
た
。
全
校
生
徒
2
千

人
、
教
職
員
1
5
0
人
！
　
私
の
存
在

な
ど
誰
も
気
付
か
な
い
。
何
を
し
て
よ

い
や
ら
。
1
年
間
は
ボ
ー
ッ
と
し
て
い

る
間
に
過
ぎ
た
。

2
年
目
、
3
年
の
担
任
を
経
験
し
、

進
路
指
導
の
充
実
の
大
切
さ
を
知
っ
た
。

進
路
部
に
所
属
し
、
先
ず
就
職
指
導
の

あ
り
方
を
模
索
し
、
生
徒
の
相
談
相
手

に
な
り
、
種
々
の
企
業
訪
問
を
繰
り
返

し
て
希
望
者
3
5
0
人
の
内
定
を
み
た

と
き
、
教
師
に
は
授
業
だ
け
で
は
な
い

こ
ん
な
よ
ろ
こ
び
を
も
あ
る
ん
だ
と
気

付
い
た
。

以
来
14
年
間
を
進
路
指
導
に
の
め
り

こ
ん
だ
。
就
職
と
そ
れ
が
終
わ
れ
ば
進
学

の
生
徒
・
保
護
者
と
の
面
談
を
学
校
と

夜
に
は
自
宅
で
こ
な
し
、
こ
の
よ
う
に

し
て
多
く
の
人
た
ち
と
の
親
密
な
関
係

が
築
け
た
こ
と
が
私
の
財
産
と
な
っ
た
。

大
学
訪
問
、
企
業
開
拓
、
フ
ォ
ロ
ー

か
ら
夕
方
戻
っ
て
来
る
と
卓
球
部
の
指

導
。
夏
に
な
る
と
教
室
へ
フ
ト
ン
を
持

ち
込
み
合
宿
、
3
年
生
の
就
職
は
五
月

に
決
ま
る
の
で
そ
の
生
徒
た
ち
が
食
堂

を
借
り
切
り
食
事
を
作
っ
て
く
れ
た
。

今
で
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
が
み
ん
な

が
青
春
を
謳
歌
し
て
い
た
。

そ
の
卒
業
生
た
ち
が
城
南
閉
校
を
惜

し
み
、
昨
秋
、
体
育
館
を
借
り
て
Ｏ
Ｂ

の
卓
球
大
会
を
催
し
て
く
れ
た
。
最
後

の
城
南
高
校
を
楽
し
く
味
わ
え
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
る
。
み
ん
な
一
途
で
情

に
篤
く
、
燃
え
る
こ
と
の
で
き
る
素
晴

ら
し
い
生
徒
で
あ
っ
た
。

※
上
林
先
生
は
現
在
佛
教
大
学
体
育
会

卓
球
部
長
・
監
督
を
務
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す（
編
集
部
）。

英
語
科
　
辻
　
ま
さ
子

『
自
主
と
独
創
』

「
日
本
の
人
口
、
一
人
増
や
す
の
に
貢

献
さ
れ
、
御
苦
労
さ
ん
」

長
女（
現
在
41
歳
）出
産
の
産
休
明
け

に
教
壇
に
立
っ
た
ら
、
後
ろ
の
黒
板
に

色
チ
ョ
ー
ク
で
大
書
き
さ
れ
て
い
た
フ

レ
ー
ズ
。
何
と
し
ゃ
れ
た
セ
ン
ス
！

「
こ
ん
な
精
神
年
齢
の
高
い
大
人
を
相

手
に
し
て
い
る
の
だ
」

―
新
米
教
師

は
自
覚
を
促
さ
れ
た
。

日
本
一
の
マ
ン
モ
ス
校
。
一
学
年
15

ク
ラ
ス
。
一
ク
ラ
ス
50
〜
54
名
。
机
は

最
前
列
か
ら
最
後
列
ま
で
び
っ
し
り
。

後
ろ
の
出
入
口
は
開
か
な
い
の
で
み
ん

な
机
の
上
を
渡
り
歩
き
、
教
壇
に
跳
び

下
り
、
前
か
ら
出
入
り
し
て
い
た
。
夏

卓球部女子
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は
全
部
の
窓
を
外
し
、
海
の
家
の
よ
う
。

冬
は
暖
房
の
石
炭
ス
ト
ー
ヴ
が
午
前
中

ま
で
だ
っ
た
。

今
と
違
っ
て
経
済
的
な
環
境
は
貧
し

か
っ
た
が
、
そ
れ
故
に
か
、
生
徒
達
は

大
人

で
、
自
主
と
独
立
の
気
概
に

あ
ふ
れ
て
い
た
。
文
化
祭
の
演
劇
も
体

育
祭
の
出
し
物
も
全
て
自
主
制
作
。
玄

人
は
だ
し
の
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
。
青

春
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
爆
発
を
教
員
の

側
も
大
ら
か
に
、
温
か
く
受
け
と
め
て

い
た
。

放
送
部
の
顧
問
を
願
い
出
た
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
ク
ー
ル
の
出

場
に
燃
え
た
。
市
内
の
常
連
校
が
独
占

し
て
い
た
京
都
代
表
の
一
角
を
崩
す
べ

く
特
訓
を
課
し
、
一
人
が
全
国
大
会
ア

ナ
ウ
ン
ス
の
出
場
権
を
得
た（
昭
和
49

年
）。
大
会
会
場
で
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
製
作

部
門
を
知
り
、
制
作
着
手
を
促
し
た
。

黄
檗
山
万
福
寺
の
修
行
僧
の
も
と
へ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
押
し
か
け
、
真
夏
の
朝

の
6
時
か
ら
炎
天
下
の
2
時
ま
で
ね
ば

っ
た
。
録
音
を
全
部
書
き
出
し
、
自
分

達
が
直
面
す
る
進
路
問
題
に
引
き
寄
せ
、

見
事
な
番
組
に
仕
立
て
上
げ
た
。
そ
の

自
主
性
と
独
創
性
に
仕
掛
人
の
わ
た
し

は
舌
を
巻
き
、
見
守
る
の
み
だ
っ
た
。

こ
の
作
品
が
京
都
府
予
選
で
優
勝
。

府
代
表
と
な
っ
て
全
国
大
会
へ
出
場
で

き
た
。
そ
の
後
、
下
級
生
が
見
よ
う
見

ま
ね
で
あ
と
に
続
き
、
一
つ
の
伝
統
と

な
っ
た
。
東
京
行
き
の
カ
ン
パ
を
Ｏ
Ｂ

が
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
古
き

良
き
時
代
の
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

体
育
科
　
石
村
喜
美
子

『
閉
校
に
向
け
て
の
想
い
』

前
庭
の
桜
の
葉
が
夏
風
に
揺
れ
、
城

南
高
校
と
し
て
の
最
後
の
学
舎
に
青
々

と
生
い
茂
っ
て
い
る
‥
‥
。
私
が
「
学

び
舎
」
の
立
場
で
本
校
に
入
学
し
た
の

は
昭
和
32
年
4
月
で
し
た
。
日
本
で
初

め
て
原
子
力
の
火
が
点
り
、
ソ
連
で
人

工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
科
学
時
代
に
突
入
し
た
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

私
が「
教
鞭
を
執
る
」
立
場
で
本
校
に

赴
任
し
た
昭
和
43
年
4
月
、
こ
の
年
は

Ｇ
Ｎ
Ｐ
が
世
界
で
第
3
位
に
入
り
、
我

が
国
が
今
後
の
繁
栄
を
確
信
し
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

城
南
の
丘
は
ひ
ろ
び
ろ
‥
‥
。
以
後

周
囲
に
広
が
っ
て
い
た
小
高
い
丘
も
少

し
ず
つ
そ
の
姿
を
消
し
て
い
く
中
、
30

数
年
の
間
多
く
の
生
徒
を
送
り
出
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
担
任
、
分
掌
、

顧
問
、
授
業
を
通
じ
て
係
り
を
持
っ
た

生
徒
と
の
思
い
出
は
数
え
切
れ
ま
せ
ん

が
、
卒
業
後
、
厳
し
い
社
会
の
中
で
持

て
る
能
力
を
十
分
発
揮
し
て
立
派
な
社

会
人
に
成
長
さ
れ
て
い
く
姿
に
強
い
感

動
を
覚
え
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
私
が
退
職
す
る
平
成
12
年

頃
の
数
年
間
は
世
の
中
が
大
き
く
変
貌

す
る
時
期
で
、
若
い
人
に
と
っ
て
厳
し

い
社
会
と
な
り
、
と
て
も
悲
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
。
更
に
、
私
に
と
っ
て

「
学
び
舎
」
で
あ
り「
教
鞭
を
執
っ
た
場
」

で
も
あ
る
本
校
が
平
成
21
年
3
月
に
閉

校
に
な
る
こ
と
を
思
う
と
何
と
も
言
え

な
い
寂
し
い
気
持
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
す
。

今
度
新
た
に「
城
南
菱
創
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
私
達
の
想
い
を
少
し
で
も
伝

え
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
教
育
の
中
核

と
な
り
ま
す
よ
う
に
強
く
祈
念
い
た
し

ま
す
。

商
業
科
　
品
川
良
樹

『
逞
し
さ
と
混
沌
の
良
き
時
代
』

私
は
昭
和
47
年
に
宮
津
高
校
か
ら
城

南
高
校
に
転
勤
し
て
参
り
ま
し
た
。
列

島
改
造
論
の
頃
で
府
南
部
一
帯
も
大
規

模
な
開
発
が
進
行
し
人
口
も
急
増
中

で
、
全
校
集
会
で
も
生
徒
が
体
育
館
に

入
り
き
れ
な
い
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

ま
だ
大
学
紛
争
の
残
滓
も
み
ら
れ
、
生

徒
が
連
絡
船
で
通
学
し
て
い
た
丹
後
の

は
ろ
け
き
秘
境
、
の
ど
か
な
宮
津
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
当
初
は
随
分
戸
惑
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
1
ヵ
月
も
経
つ
と
城
南

高
校
の
生
徒
が
温
暖
な
風
土
の
中
で
、

楽
天
的
で
逞
し
い
自
立
心
を
持
っ
て
高

校
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
み
え
て

き
ま
し
た
。
教
職
員
も
個
性
豊
か
で
高

い
実
力
を
持
っ
た
親
切
な
方
が
多
く
、

全
体
的
に
は
調
和
を
も
っ
て
校
務
を
遂

行
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

振
返
る
と
ご
活
躍
さ
れ
て
い
た
諸
先
生

の
風
貌
や
言
動
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
赴
任
当
時
は
吉
川
先
生
、
そ

の
後
、
落
合
先
生
の
学
年
部
な
ど
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
商
業
科
で
は
重

鎮
の
藤
田
先
生
を
筆
頭
に
浜
田
、
竹
内
、

飯
田
、
山
口
、
根
岸
、
田
坂
、
清
水
先

生
な
ど
と
、
教
員
と
し
て
多
く
の
経
験

を
積
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
生
徒
部
で
は

水
谷
、
田
上
、
柯
、
内
田
先
生
な
ど
と

一
緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
30
数
キ
ロ
？
の
適
応
遠
足
、
一
時

代
の
特
徴
で
も
あ
っ
た
春
季
討
論
会
、

文
化
祭
の
高
度
な
演
劇
発
表
、
体
育
祭

の
熱
狂
的
な
応
援
合
戦
な
ど
様
々
な
教

育
活
動
や
行
事
が
髣
髴
と
目
に
浮
か
び

ま
す
。
な
お
、
同
期
着
任
し
た
6
人
の

教
員（
飯
田
・
柴
田
・
松
山
・
来
田
・

渡
辺
・
品
川
）は
四
七
会
と
い
う
親
睦

会
を
結
成
し
、
現
在
も
4
人
で
継
続
し

て
い
ま
す
。
縁
あ
っ
て
城
南
高
校
で
同

時
代
を
共
有
し
た
全
て
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
同
窓
会
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

1978年頃　放送部が全国大会出場を決めた。番組
だけでなく、アナウンス朗読部門も京都府で優勝

平成８年９月　学校祭演劇部門で優勝！

テニス部　昭和50年代半ば頃
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高
校
第
四
回
卒
業

高
校
第
三
回
卒
業
・
二
十
六
会

女
学
校
第
二
回
卒
業

女
学
校
第
一
回
卒
業
・
な
ぎ
の
会

学 年 同 窓 会 開 催

日時：平成19年４月18日　場所：マリアージュグランデ日時：平成18年10月17日　場所：京都プリンスホテル

日時：平成19年７月23日　場所：ホテルグランヴィア京都日時：平成20年５月21日　場所：リーガロイヤルホテル京都

「
齋
藤
は
ま
先
生
を
偲
ぶ
」

奈
良
女
子
高
等
師
範
学

校（
現
奈
良
女
子
大
学
）出

身
の
才
媛
。
古
典
文
芸
に

造
詣
が
深
く
、
府
立
第
一

高
等
女
学
校（
現
鴨
沂
高
校
）

で
教
諭
と
な
ら
れ
、
同
僚
の
龍
村
孟
雄
先
生
の
招
き
で

昭
和
25
年
に
城
南
高
校
に
転
勤
し
て
来
ら
れ
た
。
以
降

22
年
間
一
貫
し
て
本
校
に
国
語
科
教
諭
と
し
て
在
勤
さ

れ
、
昭
和
47
年
3
月
に
定
年
退
職
さ
れ
た
。
つ
と
に
短

歌
界
で
は
著
名
な
方
で
所
属
結
社
の
選
者
も
務
め
ら
れ
、

退
職
後
は
同
好
者
の
た
め
に
月
一
回
の
古
典
読
書
会
を

開
い
て
お
ら
れ
た
。
平
成
18
年
7
月
25
日
に
ご
逝
去
。

享
年
93
歳
。

（
第
4
回
　
豊
田
元
彦
）

「
齋
藤
は
ま
先
生
の
こ
と
」

あ
の
頃
か
ら
木
造
の
教
室
は
老
朽
化
し
て
い
た
。
古

文
の
授
業
に
な
る
と
、
古
風
で
知
性
的
で
気
品
の
あ
る

色
白
の
美
人
教
諭
の
齋
藤
は
ま
先
生
が
教
壇
に
立
た
れ

た
。
私
の
あ
こ
が
れ
の
人
で
あ
っ
た
。
卒
業
し
て
先
生
が

歌
人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
す
で
に
歌
誌「
を
だ
ま
き
」

の
重
鎮
で
あ
っ
た
。
卒
業
後
に
も
先
生
と
の
文
通
は
続

き
、
達
筆
な
書
簡
は
老
い
て
も
崩
れ
な
か
っ
た
。
京
都

で
の
数
人
の
歌
会
に
先
生
を
誘
い
、
短
歌
指
導
を
受
け
、

グ
ル
メ
を
楽
し
ん
だ
。
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
歌
集
や
城

南
高
校
時
代
の
写
真
や
先
生
に
関
す
る
資
料
は
私
設
文

庫
に
保
存
し
て
い
る
。

（
第
8
回
　
古
川
　
章
）

「
山
崎
秀
雄
先
生
を
偲
ぶ
」

先
生
は
明
治
44
年
、
後

に
初
代
宇
治
市
長
と
な
ら
れ

た
山
崎
平
次
氏
の
長
男
と

し
て
宇
治
市
白
川
に
誕
生

さ
れ
た
。
菟
道
小
学
校
か
ら

府
立
桃
山
中
学
校
を
経
て
京
都
師
範
学
校
を
卒
業
、
小
学

校
訓
導
に
就
任
さ
れ
た
。
昭
和
18
年
に
難
関
の
文
部
省
中

等
教
員
検
定
試
験
に
京
都
府
か
ら
唯
一
人
合
格
、
母
校
桃

山
中
学
の
教
諭
と
な
ら
れ
た
。
昭
和
23
年
10
月
に
学
制
改

革
に
伴
う
地
域
制
実
施
に
よ
り
、
宇
治
・
久
世
以
南
の
生

徒
と
と
も
に
城
南
高
校
に
転
勤
さ
れ
た
。
担
当
の
数
学
で

は
懇
切
丁
寧
な
指
導
を
さ
れ
、
生
徒
指
導
で
は
厳
し
さ
の

反
面
細
や
か
な
配
慮
を
も
っ
て
接
せ
ら
れ
、
親
し
み
や
す

く
信
頼
で
き
る
先
生
と
し
て「
ズ
ベ
さ
ん
」
の
愛
称
で
人
気

を
集
め
て
お
ら
れ
た
。
山
登
り
が
趣
味
で
、
生
徒
と
と
も

に
城
南
ア
ル
プ
ス
を
歩
き
、
比
良
山
や
各
地
の
山
に
登
ら

れ
た
。
昭
和
32
年
に
木
津
高
校
へ
転
出
、
副
校
長
と
な
ら

れ
、
さ
ら
に
須
知
高
校
、
山
城
高
校
で
校
長
を
務
め
ら
れ

た
が
、
教
諭
と
し
て
生
徒
に
接
し
て
い
た
い
と
望
ま
れ
て

定
年
前
に
退
職
さ
れ
、
私
立
東
山
高
校
の
教
諭
と
な
ら
れ

た
。
退
職
後
、
奥
様
が
亡
く
な
ら
れ
て
寂
し
く
な
ら
れ
た

が
、
教
え
子
が
家
へ
よ
く
訪
ね
、
一
緒
に
旅
行
を
し
た
り

山
登
り
を
し
た
り
と
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ

た
。
漢
詩
を
作
り
、
音
楽
や
囲
碁
な
ど
多
く
の
趣
味
を
楽

し
ま
れ
、
ま
た
、
自
動
車
の
運
転
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
新
し

い
も
の
に
挑
戦
し
て
身
に
つ
け
る
若
さ
を
備
え
て
お
ら
れ

た
。
年
齢
に
よ
る
衰
え
を
感
じ
さ
せ
な
い
元
気
さ
に
教
え

子
の
方
が
逆
に
励
ま
さ
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。
数
年
前
に

軽
い
脳
梗
塞
か
ら
療
養
生
活
に
入
ら
れ
、
平
成
19
年
8
月

4
日
に
ご
逝
去
。
享
年
96
歳
。
（
第
4
回
　
豊
田
元
彦
）

追

悼
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昭
和
37
年
入
学
の
17
期
の
同
窓
会
は

卒
業
以
来
休
止
状
態
の
ま
ま
経
過
し
て

い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
創
立
45
周
年
の
記
念
式

典
に
出
席
し
た
同
級
生
の
間
に
同
窓
会

開
催
の
声
が
高
ま
り
、
平
成
3
年
に
第

1
回
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
、
1
2
0

名
も
の
懐
か
し
い
顔
が
集
ま
り
ま
し
た
。

以
降
、
平
成
17
年
ま
で
に
4
回
の
開
催

を
数
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
高
校
時
代
は
昭
和
の
高
度

経
済
成
長
の
真
っ
只
中
。
当
時
の
池
田

首
相
は
所
得
倍
増
計
画
を
掲
げ
、
日
本

経
済
は
ひ
た
す
ら
右
肩
上
が
り
の
成
長

を
遂
げ
て
い
ま
し
た
。
夢
の
超
特
急
・

東
海
道
新
幹
線
、
名
神
高
速
道
路
が
開

通
し
、
総
仕
上
げ
の
ア
ジ
ア
で
初
め
て

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

世
の
中
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
色
に
。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
代
表
チ
ー
ム
が

我
校
の
体
育
館
で
練
習
を
公
開
し
見
せ

て
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

同
窓
会
の
最
後
に
私
た
ち
は
校
歌
と

当
時
流
行
っ
て
い
た「
高
校
三
年
生
」
を

合
唱
し
ま
す
。
手
を
つ
な
ぎ
、
肩
を
組

ん
で
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
歌
い
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
城
南
の
丘
は

ひ
ろ
び
ろ
と
！

（
中
澤
　
淳
子
）

『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
再
会
！
』

成
人
式
以
来
20
年
ぶ
り
の
顔
合
わ
せ

と
な
り
ま
し
た
。
不
惑
を
迎
え
た
女
性

陣
は
一
層
美
し
く
、
厄
年
を
控
え
た
男

性
陣
は
お
し
な
べ
て
恰
幅
が
良
く
な
っ

た
印
象
で
し
た
。

山
田
、
石
村
、
中
村
各
先
生
の
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
、
一
同
再
会
の
喜
び
の

中
に
非
常
に
盛
会
の
は
こ
び
と
な
り
、

新
春
の
年
頭
を
明
る
く
、
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

今
回
の
案
内
人
・
幹
事
を
務
め
た
西

川
徳
一
、
廣
田
文
謙
、
栗
原
道
代
、
宮

野
裕
司
、
特
に
森
真
由
美（
打
合
せ
場

所
の
提
供
）、
岩
佐
和
枝（
案
内
発
送
・

デ
ー
タ
整
理
）、
野
田
貴
宏（
会
場
手

配
・
運
営
統
括
）諸
氏（
女
性
は
旧
姓
）

の
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
毎
の
開
催
を
決
定
し

た
の
で
、
こ
の
会
報
が
届
く
ま
で
に
は

2
回
目
が
開
か
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

集
ま
っ
て
く
れ
る
一
人
一
人
が
主
役

と
な
れ
る
よ
う
な
同
窓
会
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
参
加
者：

93
名
（
恩
師
3
名
）

（
中
尾
　
一
夫
）

『
2
回
目
開
催
し
ま
し
た
』

野
間
、
藤
原
、
朏
く
ん
、
そ
し
て

み
ん
な
に
あ
り
が
と
う
！

＊
参
加
者：

55
名
（
恩
師
4
名
）

第
三
十
四
回
卒
業

高
校
第
十
七
回
卒
業

高
校
第
十
五
回
卒
業

高
校
第
十
四
回
卒
業

高
校
第
六
回
卒
業

日時：平成20年４月19日　母校での同窓会

日時：平成17年６月18日　場所：パルティール京都

日時：平成17年１月２日　場所：新・都ホテル

日時：平成20年８月15日　場所：ホテルモントレ京都

日時：平成19年５月17日　場所：新・都ホテル日時：平成20年５月10日　場所：新・都ホテル
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『
白
球
を
追
う
』

山
城
の
片
田
舎
に
「
全
国
に
城
南
あ

り
」
と
言
わ
れ
た
城
南
女
子
バ
レ
ー
の

軌
跡
を
追
う
。

昭
和
21
年
4
月
横
浜
か
ら
九
門
正
雄

先
生
が
赴
任
。
平
屋
の
校
舎
が
一
つ
、

石
こ
ろ
だ
ら
け
の
広
場
、
バ
レ
ー
の
バ

の
字
も
知
ら
な
い
生
徒
を
集
め
、
円
陣

を
作
っ
て
パ
ス
を
す
る
‥
‥
こ
れ
が
城

南
バ
レ
ー
の
始
ま
り
で
あ
る
。

22
年
8
月
、
臼
井（
旧
姓
生
松
）照

代
先
生
が
赴
任
。
九
門
先
生
の
綿
密
な

計
画
性
に
基
く
指
導
力
、
臼
井
先
生
の

気
配
り
心
配
り
、
選
手
の
不
屈
の
精
神

力
と
体
力
で
23
年
第
1
回
全
国
高
校
バ

レ
ー
選
手
権（
西
宮
）に
府
代
表
と
し
て

出
場
、
ま
さ
に
快
挙
で
あ
る
。

24
年
栗
田
正
男
先
生
が
赴
任
。
14
年

間
監
督
を
務
め
ら
れ
、
城
南
バ
レ
ー
の

黄
金
期
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
全
国

優
勝
こ
そ
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
監

督
の
現
役
バ
リ
バ
リ
の
指
導
が
あ
り
、

野
口
重
嗣
コ
ー
チ（
故
人
）を
始
め
、
学

校
の
応
援
、
家
庭
の
支
援
、
部
員
の
努

力
が
城
南
女
子
バ
レ
ー
を
築
い
た
の
で

あ
る
。

選
手
の
中
で
は
、
高
校
生
で
2
年
連

続
東
西
対
抗
に
選
ば
れ
た
岡
田（
現
姓

池
内
）淑
子
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

久
世
中
―
城
南
―
教
育
大
―
鐘
紡
へ
と

進
み
、
エ
ー
ス
ア
タ
ッ
カ
ー
と
し
て
技

術
抜
群
で
あ
っ
た
。
教
育
大
に
進
み
2

年
目
に
大
学
一
の
栄
誉
を
得
た
。
栗
田

先
生
の
執
念
が
実
っ
た
一
事
で
あ
っ
た
。

男
子
で
は
同
輩
の
吉
川
博
。
チ
ー
ム

の
大
黒
柱
で
33
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
城
南
会

奥
林
　
博
（
11
回
）

国
体
準
優
勝
の
立
役
者
で
あ
っ
た
。
卒

業
後
は
日
本
電
池
に
進
み
、
米
沢
精
二

氏
の
指
導
を
受
け
た
。
栗
田
先
生
、
米

沢
氏
と
日
本
を
代
表
す
る
指
導
者
に
恵

ま
れ
、
バ
レ
ー
一
筋
を
歩
ん
だ
名
選
手

で
あ
っ
た
。

当
初
は
正
月
の
日
曜
日
に
母
校
で
現

役
を
交
え
て
初
打
会
を
行
っ
て
い
た
が
、

58
年
5
月
に
会
名
を
「
城
南
会
」（
会
長

徳
光
孝
雄
）と
し
、
創
部
35
周
年
の
歩

み
を
綴
る
記
念
誌
を
発
行
し
た
。
今
年

（
平
成
20
年
）に
は
創
部
60
周
年
に
76
名

の
会
員
が
恩
師
を
囲
み
記
念
行
事
を
行

っ
た
。
第
4
回
卒
業
生
「
た
ど
ん
会
」、

第
6
回
「
仲
間
の
会
」、
第
11
回
「
栗
隈

会
」
を
持
ち
、
交
流
を
続
け
て
い
る
。

※
輝
か
し
い
戦
績
は
7
頁
か
ら
の
年
表

内
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す（
編
集
部
）。

硬
式
野
球
部
は
昭
和
25
年
か
ら
大
会

に
出
場
し
、
甲
子
園
を
目
指
し
た
府
大

会
で
昭
和
28
年
の
初
の
ベ
ス
ト
4
進
出

を
最
高
に
、
過
去
ベ
ス
ト
8
が
3
回
と

南
部
の
強
豪
校
の
勇
名
を
轟
か
せ
て
来

ま
し
た
。

現
在
ま
で
5
0
0
名
の
球
児
を
輩
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
9
年
か
ら

京
都
高
校
野
球
Ｏ
Ｂ
で
組
織
す
る
京
都

硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

辻
　
輝
夫
（
10
回
）

5
0
0
歳
野
球
連
盟
に「
城
南
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
出
場
を
続
け
て
い
ま
す
。

過
去
、
甲
子
園
出
場
は
果
た
せ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
吉
水
一
雄（
第
5
回
）、

西
垣
一（
第
6
回
）、
中
坊
二
三
男（
第

9
回
）の
各
氏
の
活
躍
は
京
都
野
球
界

に
大
き
な
足
跡
を
刻
み
ま
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
昭
和
36
年
夏
の

大
会
直
前
の
合
宿
中
に
松
室
健
雄
君
が

急
逝
、
メ
ン
バ
ー
は
遺
影
と
共
に
ベ
ス

ト
16
ま
で
戦
い
抜
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

現
在
ま
で
同
学
年
部
員
達
は
彼
の
命
日

に
墓
参
を
続
け
、
同
じ
汗
を
流
し
合
っ

た
部
員
達
の
友
情
が
47
年
間
に
及
ん
で

い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
会
は
今
回
の
統
合
を
機
に
平
成

18
年
か
ら
城
南
・
西
宇
治
両
校
野
球
部

に
対
し
て
同
様
に
甲
子
園
を
目
指
す
球

児
た
ち
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
秋
に
は「
城
南
菱
創
高
校
」
と
し
て
大

会
に
初
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

新
し
い
校
名
で
の
活
躍
を
願
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
Ｏ
Ｂ
会
は
支
援
を
続
け
、

城
南
菱
創
高
校
の
校
歌
が
球
場
に
鳴
り

渡
る
日
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
が
ん
ば

れ
城
南
菱
創
高
校
球
児
た
ち
!!

『
初
　
蹴
　
り
』

サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
毎
年
1
月

2
日
に
城
南
高
校
グ
ラ
ン
ド
に
集
い
、

「
初
蹴
り
」
を
行
っ
て
い
る
。

初
蹴
り
は
、
現
役
高
校
生
と
の
交
流

を
兼
ね
、
現
役
と
の
対
戦
は
Ｏ
Ｂ
に
と

っ
て
大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
。
初
蹴
り
に
は
、
現
役
を
含
め
る

サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

谷
口
忠
夫
（
25
回
）

創部60周年記念式典　平成20年４月19日　文化パルク城陽

京都500歳野球「城南クラブ」

母校野球部への支援
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と
、
例
年
30
〜
50
名
の
参
加
が
あ
り
、

私
も
昭
和
48
年
の
卒
業
以
降
欠
か
さ
ず

参
加
し
て
い
る
。

私
達
Ｏ
Ｂ
に
と
っ
て
初
蹴
り
は
、
年

に
一
度
、
懐
か
し
い
面
々
が
、
練
習
に

明
け
暮
れ
た
母
校
の
グ
ラ
ン
ド
に
一
同

に
会
し
、
高
校
時
代
に
戻
り
、
サ
ッ
カ

ー
に
興
じ
、
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
機
会

で
も
あ
る
。
現
役
戦
の
他
に
、
参
加
者

で
3
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
2
、
3
試
合

を
行
い
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
る
。

Ｏ
Ｂ
の
中
に
は
、
若
い
者
に
は
ま
だ

ま
だ
負
け
ら
れ
な
い
と
の
気
持
ち
を
持

ち
続
け
、
初
蹴
り
に
備
え
て
健
康
と
体

力
維
持
に
励
む
者
も
多
い
。
私
も
「
気

力
」
と
「
体
力
」
を
維
持
す
る
た
め
の
目

標
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年

現
役
が
少
な
く
な
り
、
公
式
戦
も
組
め

な
い
状
況
は
大
変
残
念
で
あ
る
。

ま
た
、
再
編
に
よ
り
城
南
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
が
無
く
な
る
の
は
大
変
寂
し
い

こ
と
だ
が
、
城
南
菱
創
高
校
に
な
っ
て

も
、
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
は
初
蹴
り
を
続
け

応
援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
併
せ
て
、

名
門（
昔
は
名
門
と
言
わ
れ
て
い
た
ら
し

い
）復
活
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

美
術
部
は
山
本
正
洋
先
生
が
顧
問
を

さ
れ
て
い
た
58
年
度
の
卒
業
生
の
方
ま

で
が
「
じ
ょ
う
び
会
」
の
会
員
と
な
り
、

1
9
7
1
年
か
ら
5
月
に
毎
年
30
名
程

の
方
の
参
加
で
同
窓
会
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

当
初
は
、
作
品
を
持
ち
寄
っ
て
発
表

会
も
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
で
は

在
学
中
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

校
舎
の
壁
に
美
術
部
で
制
作
し
た
※
レ

リ
ー
フ
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、

城
南
高
校
が
統
合
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、

美
術
部
じ
ょ
う
び
会

山
中
　
篤
（
26
回
）

校
舎
と
と
も
に
残
し
て
頂
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

放
送
部（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
）Ｏ
Ｂ
会
は
、
顧
問

の
高
橋
義
昌
先
生
を
囲
み
、
6
回
卒
の

松
岡
尚
志
、
野
田
弘
子
両
人
を
段
取
り

役
と
し
、
毎
年
1
回
新
都
ホ
テ
ル
で
開

く
の
が
定
番
。

集
う
者
4
回
の
小
出
澄
生
、
中
川
義

雄
、
友
高
道
子
、
滝
川
和
子
、
狩
野
喜

恵
子
。
5
回
の
石
井
玲
而
。
6
回
の
青

山
康
男
、
梅
田
恒
弘
、
江
森
利
夫
。
7

放
送
部
Ｏ
Ｂ
会

古
川
　
章
（
8
回
）

回
の
北
川
正
晴
、
広
瀬
泰
三
、
岸
田
彰

保
、
大
井
修
三
、
小
島
輝
子
、
二
井
悦

子
、
福
田
孝
子
、
山
野
佳
子
。
8
回
で

は
中
田
武
彦
、
鈴
木
芳
男
、
北
村
俊
男

ら
が
こ
れ
ま
で
に
顔
を
出
し
て
い
る
。

9
回
以
下
は
別
途
に
行
っ
て
い
る
。

母
校
の
閉
校
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん

が
、
歴
代
の
顧
問
の
先
生
方
や
諸
先
輩

方
か
ら
の
教
え
は
、
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

吹
奏
楽
部
50
年
の
歴
史
の
中
に
私
共

吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会

西
浦
　
慶
則
（
33
回
）

も
軌
跡
を
残
せ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い

ま
す
。

母
校
は
無
く
な
り
ま
す
が
、
吹
奏
楽

部
Ｏ
Ｂ
の
強
い
繋
が
り
は
い
つ
ま
で
も

続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

Ｏ
Ｂ
会
活
動
に
、
長
い
間
ご
協
力
を

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
み
な
さ
ま
の
益
々
の
ご
発
展

と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

演
劇
部
Ｏ
Ｂ
信
平
会
は
、
渡
辺
信
平

先
生
を
顧
問
と
し
て
、
松
岡
尚
志
さ
ん

が
代
表
世
話
人
。
年
1
回
で
当
初
は
、

京
・
唐
橋
の
渡
辺
先
生
宅
で
発
足
。
家

族
的
な
つ
ど
い
。
後
こ
こ
数
年
来
、
野

田
弘
子
氏
の
ご
好
意
で
建
仁
寺
内
の
久

昌
院
で
開
催
。

こ
れ
ま
で
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
、
指
方

晶
子
、
花
木
尚
道
、
北
村
正
己
、
林
和

代
、
福
田
孝
子
、
南
貴
美
子
、
広
瀬
泰

三
、
武
田
憲
三
、
向
山
石
原
子
氏
ら
が

多
出
席
者
。「
渡
辺
先
生
和
子
夫
人
を

偲
ぶ
会
」「
サ
ン
パ
レ
ス
ひ
ら
か
た
」、

「
京
四
季
」
等
で
も
こ
れ
ま
で
開
催
。

演
劇
部
Ｏ
Ｂ
会

古
川
　
章
（
8
回
）

2009年元旦　初蹴り

※
理
科
棟
の
レ
リ
ー
フ
。

現
在
は
老
巧
化
の
た
め
取
り
外
し

て
あ
り
ま
す
。
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同窓会ホームページを開設しています
以下のアドレス、名前で検索してください。

京都府立城南高等学校同窓会�
http://www.jyounan-alps.net/

トップページ

活動報告

クラブ活動記録

学年同窓会開催の際には同窓会から費用の一部を補助
します。
１．適　用
学年同窓会開催の決定通知があった場合、同窓会より
費用の一部を補助する。
学年同窓会開催後は必ず更新後の名簿（卒業回・年・氏
名・住所・連絡先TEL等、訂正内容がわかるようにし
たもの）１部を担当者宛に郵送もしくはデータ送信する。
２．費　用
郵便（往復ハガキ）代100円×発送人数分（上限50,000円
まで）を同窓会より補助する。
【例】発送人数が365名の場合：100円×365通＝36,500円
ただし、同一学年への支援は２年に１度とする。
開催日から次回開催日までが２年未満の場合は支援でき
ませんのでご承知おきください。

３．担当者・申し込み先
事務局が代行しますので下記までご連絡ください。
必要書類を郵送（送信）します。ご返送（返信）確認後直
ちに費用をご指定の口座に送金します。
【連絡先】中尾　一夫（高校34回）

TEL 075－647－1053
E-mail: ezorisuichidai@yahoo.co.jp
〒612－0029京都市伏見区深草西浦町4－81－215

※学年名簿（紙出力・データ）も提供できます。上記ま
でご連絡ください。個人情報取扱の約束書を送付しま
す。ご返送から発送まで１週間程度です。
費用は基本料金1,000円（用紙出力・CD-ROM・発送
費等）＋５円×人数分＋消費税

【例】学年人数が365名の場合
（1,000円＋５円×365名）×1.05＝2,966円

学年同窓会開催支援について

1948（昭和23）年の旧制女学校第１回卒業生から2008（平成20）年の第60回卒業生（今回の会報発行時点）に
至るまで、同窓会の発足以来満60年を迎えました。「還暦」の中には夫婦、家族、親子２代、３代まで卒業

生という方がいます。会報をお届けする度に「同じ住所なので会報は１通でよい」というお返事があります。お気遣いはありがたいのですが、同
窓会の管理データにはご家族関係は登録していません。20,000通を超える発送数の中から特定の方をピックアップすることの困難を慮りくださ
い。基本的に卒業生の全員が同窓会員であり、ひとりひとりの支えがあっての同窓会です。個人情報保護に基いて本人からのお断りがあった方、
住所不明の方を除いて今回も同窓会員全員に発送をしました。城南高校同窓会報最終版として会員の方々全員にお読みいただければ幸いです。
※ご意見・ご感想は同窓会ホームページ内のアドレス宛にお寄せください。

同窓会からのお知らせ
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【
旧
職
員
】

阿
部
　
吉
子

新
井
冨
美
郎

井
津
　
定
光

乾
　
　
幸
次

伊
吹
　
新
一

城
戸
　
秀
夫

木
村
　
海
圓

金
加
　
行
雄

杭
迫
　
晴
司

栗
田
　
正
男

小
谷
　
博
義

釋
　
　
龍
雄

清
水
　
正
子

城
　
　
正
敏

須
貝
　
忠
保

杉
森
　
享
枝

外
村
寿
美
子

高
橋
　
義
昌

竹
内
　
照
雄

田
中
シ
ヅ
子

笘
広
　
啓
史

鳥
居
　
美
門

中
里
　
隆
憲

西
村
　
輝
明

野
村
　
正
博

服
部
多
津
子

橋
本
　
禎
三

濱
田
　
雅
章

林
　
　
憲
三

林
　
　
芳
男

早
瀬
　
哲
恒

福
井
　
興
忠

福
森
　
重
雄

藤
川
　
義
人

松
下
　
育
子

森
　
　
　
實

館
　
　
充
美

山
内
　
　
彰

山
口
　
重
直

山
田
　
　
豊

山
田
　
知
子

山
田
　
良
三

山
田
ト
ミ
子

横
谷
　
　
匠

吉
田
　
荘
治

渡
辺
　
信
平

【
高
女
1
】

坂
本
　
令
子

小
泉
美
津
代

近
野
　
好
子

大
竹
　
順
子

久
保
　
政
子

金
井
　
清
江

川
竹
セ
ツ
子

江
林
　
榮
子

小
山
　
芳
子

三
野
　
綾
子

鶴
田
　
悦
子

奥
村
　
久
子

木
南
　
寿
子

本
田
　
道
子

岩
木
　
禎
子

佐
伯
　
恵
子

村
田
　
和
代

森
川
寿
美
子

宮
本
喜
代
子

【
高
女
2
】

大
坂
　
　
泰

岡
田
　
和
子

山
田
　
典
子

中
村
　
照
代

嶋
田
　
利
子

古
谷
　
●
子

野
口
　
澄
子

酒
多
喜
久
子

清
水
　
幸
子

笠
原
　
康
子

八
神
　
幸
子

【
高
校
1
】

浅
井
　
和
子

小
杉
　
廸
子

藤
川
　
尚
子

岸
畑
み
ち
子

和
田
　
和
子

原
田
　
照
子

黒
田
八
重
子

【
高
校
2
】

上
田
　
沢
子

鈴
木
　
静
子

小
川
　
許
子

浜
井
美
智
子

森
西
美
智
子

矢
野
美
代
子

渡
辺
三
重
子

片
桐
　
明
子

森
　
　
美
智

加
藤
智
恵
子

北
村
美
代
子

【
高
校
3
】

山
香
　
秀
子

阿
部
　
洋
子

小
野
　
ソ
フ

石
本
恵
美
子

久
保
　
敏
子

安
田
マ
ス
エ

薮
　
　
稜
男

更
谷
　
幸
代

東
川
　
妙
子

奥
野
　
久
子

大
崎
多
美
子

今
田
　
素
子

四
方
　
純
子

奥
川
　
マ
ス

井
上
　
静
子

窪
田
　
元
子

多
賀
谷
深
雪

中
川
　
幸
子

中
村
　
要
子

松
間
　
寿
子

秋
田
　
洋
子

水
野
　
恭
子

谷
中
百
合
子

田
所
　
則
子

井
口
　
和
子

滝
山
　
雪
子

田
中
　
智
美

福
井
　
啓
子

可
畑
　
初
枝

籔
内
マ
サ
子

宮
川
　
艶
子

天
羽
　
志
都

大
路
佐
智
子

白
瀧
冨
貴
乃

水
野
　
通
子

松
田
　
敬
子

塩
見
　
藤
江

藤
原
美
鶴
子

竹
村
　
和
子

玉
井
　
玲
子

田
中
喜
代
子

大
黒
三
知
代

瀬
戸
　
寿
子

酒
井
　
幸
子

中
村
　
叔
子

岸
本
富
士
子

森
田
　
幸
子

大
谷
　
●
子

岡
田
千
鶴
子

田
口
　
せ
つ

樋
口
　
朝
子

伊
丹
　
節
子

江
林
　
悦
子

高
橋
　
貞
子

高
野
三
代
子

【
高
校
4
】

宇
野
　
●
男

大
橋
　
正
治

大
杉
　
幸
子

小
野
　
道
子

橋
井
　
好
子

徳
光
　
孝
雄

豊
田
　
元
彦

佐
野
　
佳
香

丸
山
　
　
勉

和
田
　
保
子

工
藤
　
健
彦

寺
田
　
真
夫

横
山
ケ
イ
子

永
谷
　
秀
次

貴
田
賀
代
子

林
　
　
大
洋

菱
木
　
一
郎

村
田
　
淳
子

松
本
　
栄
一

小
幡
　
秀
美

神
原
　
政
徳

小
松
　
澄
子

辻
村
佳
津
子

城
島
　
喜
雄

山
田
　
綾
子

小
野
田
節
子

三
好
　
通
弘

木
村
　
綾
子

堀
井
眞
智
子

奥
田
　
和
雄

森
　
　
　
博

中
川
　
善
雄

内
田
喜
久
子

小
泉
チ
ヨ
ノ

藤
井
　
　
学

今
井
シ
ゲ
子

森
下
　
博
三

山
田
　
覚
治

松
田
キ
ヨ
子

秋
山
　
英
也

神
谷
　
忠
雄

出
嶋
　
幸
子

平
野
　
正
史

田
中
　
新
二

赤
島
　
幸
男

東
　
　
和
子

近
藤
三
津
子

的
場
　
允
子

河
田
　
●
男

上
野
　
淑
子

門
田
志
摩
子

米
谷
　
正
男

飯
田
　
高
子

木
村
　
良
子

赤
坂
二
美
代

鬼
界
　
幸
三

種
村
ア
キ
子

伴
　
　
ウ
タ

本
田
冨
左
子

都
澤
　
　
正

中
野
　
誠
子

舟
木
　
公
子

細
田
　
昌
一

古
卿
マ
サ
子

村
田
　
徳
平

森
田
　
米
子

白
井
　
節
子

香
川
　
弘
子

木
村
　
豊
子

上
林
　
源
二

角
　
　
沙
門

吉
川
　
博
子

三
鍋
　
輝
雄

【
高
校
5
】

井
上
　
和
子

窪
田
　
隆
一

熊
谷
　
　
保

倉
田
　
綾
子

倉
田
　
泰
子

林
　
　
伊
織

村
上
　
朝
昭

鎌
田
寿
美
子

山
本
　
恵
一

服
部
　
　
俊

松
川
　
廸
雄

松
島
千
恵
子

吉
田
　
恭
二

須
貝
　
純
子

今
西
千
枝
子

坂
本
　
信
彦

佐
藤
　
　
三

今
堀
　
豊
子

田
口
　
良
治

山
本
　
京
子

村
上
喜
久
子

前
川
　
宗
克

森
本
　
欣
二

山
田
喜
美
枝

石
原
　
洋
子

今
西
　
義
彦

川
崎
　
英
一

西
川
　
清
美

古
川
　
平
吾

田
辺
佐
喜
子

小
川
　
　
憬

川
崎
眞
佐
昭

吉
田
　
政
子

小
山
　
●
雄

菅
野
　
大
造

樋
口
　
義
宣

森
島
　
久
枝

浅
井
　
　
明

木
下
喜
久
子

湯
塩
　
規
子

坂
井
宗
一
郎

横
田
　
正
夫

門
田
小
夜
子

北
川
　
　
治

北
村
　
　
茂

小
西
　
茂
毅

坂
本
　
康
子

西
村
　
弘
滋

藤
井
　
道
子

安
福
　
昭
三

村
瀬
　
泰
子

菊
山
　
容
子

内
田
伝
之
助

上
林
　
康
二

西
村
登
志
江

木
村
　
孝
治

高
田
　
宏
治

辻
村
　
義
明

久
村
　
　
哲

細
野
　
邦
彦

【
高
校
6
】

新
　
　
善
行

浅
田
五
十
鈴

山
本
　
徳
子

下
岡
　
美
夫

西
垣
　
　
一

山
岡
　
俊
夫

平
井
　
安
子

岡
田
　
洋
子

恩
田
　
ミ
ワ

西
村
　
有
子

南
里
　
　
尚

村
田
新
之
昇

乾
　
　
正
司

吉
田
　
董
子

森
山
　
節
子

東
田
　
慶
子

濱
田
ま
さ
子

辻
尾
　
仁
郎

長
谷
須
美
子

前
田
　
俊
和

岩
●

正

築
山
　
敬
生

南
郷
　
武
好

河
上
　
昌
子

岩
瀬
多
恵
子

池
内
　
淑
子

住
村
　
恵
子

青
山
　
康
男

藤
本
　
芳
男

池
本
　
　
甫

矢
野
　
治
子

島
本
美
智
子

江
森
　
利
夫

木
村
　
　
克

黒
川
　
順
一

佐
竹
　
義
宣

永
島
　
　
剛

北
城
　
明
彌

梅
田
　
恒
弘

野
中
　
雅
子

西
尾
　
靖
男

馬
場
　
治
男

矢
尾
千
太
郎

池
永
　
和
男

上
田
　
　
将

神
谷
　
啓
造

久
保
　
敬
子

松
阪
　
正
兼

古
野
　
明
美

【
高
校
7
】

大
橋
二
三
夫

奥
村
　
　
正

樋
垣
　
常
信

甲
田
　
芳
子

小
泉
美
保
子

船
橋
　
　
宏

山
本
　
良
子

南
　
貴
美
子

井
上
　
　
好

関
　
　
敏
幸

花
井
　
秀
郎

勝
原
　
洋
子

今
村
　
忠
司

田
和
　
章
臣

畑
中
　
清
博

山
野
　
佳
子

林
　
　
京
子

下
岡
　
育
子

鳥
野
　
静
子

北
川
　
　
諄

林
　
　
和
代

南
村
　
正
隆

水
嶋
美
佐
子

大
島
　
永
男

津
阪
　
武
男

北
川
　
信
子

木
村
　
●
一

中
川
　
隆
弘

向
井
　
節
子

木
村
　
朝
子

水
谷
　
博
次

米
沢
　
英
子

大
嶋
　
　
繁

山
下
　
照
代

森
　
　
輝
子

上
林
　
三
郎

植
田
冨
美
子

城
島
　
貞
男

関
口
ひ
さ
ゑ

岡
田
　
融
子

平
嶋
喜
代
子

福
田
　
　
都

井
上
　
鈴
代

岡
井
　
作
夫

垂
谷
　
寿
子

冨
永
　
玲
子

市
田
　
慧
子

児
玉
　
知
子

【
高
校
8
】

西
村
　
民
雄

平
田
　
孝
夫

薄
井
マ
サ
子

音
峯
　
皓
●

長
野
　
　
衛

原
　
　
郁
雄

堀
尾
　
光
司

時
田
　
清
子

吉
岡
　
忠
治

芳
川
　
常
則

片
岡
　
　
光

小
嶋
　
佐
野

坂
口
　
宗
成

須
賀
　
和
子

土
田
　
敏
子

前
川
　
久
子

同
窓
会
賛
助
金
会
費
ご
協
力
者

▼
同
窓
会
で
は
平
成
十
一
年
度
よ
り
賛
助
金
会
費
を
募
り
、
会
員
の
皆
様
に
納
入

を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
よ
り
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
関
係
者

一
同
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
平
成
十
七
年
発
行
の
会
報
へ
の
掲
載
に
続
き
、
今
回
は
平
成
十
七
年
度
（
十

七
・
十
八
年
分
）に
ご
賛
助
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
卒
業
回
と
お
名
前（
現
姓
名
・

敬
称
略
）を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
編
集
・
印
刷
の
都
合
上
、
平

成
二
十
年
十
一
月
末
日
到
着
分
ま
で
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。
ご
入
金
が
行
き
違
い

の
場
合
は
ご
容
赦
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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●
橋
　
陽
子

澤
田
　
和
子

大
北
　
和
子

栄
　
　
雅
子

放
示
　
冴
子

松
田
　
明
美

小
林
　
弘
子

堀
士
　
和
彦

有
山
　
幹
也

恵
美
　
　
真

大
西
　
省
吾

河
瀬
　
雅
夫

斉
藤
　
俊
夫

山
本
　
　
俊

長
尾
　
矩
子

打
抜
　
重
治

松
田
　
重
孝

喜
多
田
博
也

北
村
　
俊
男

里
村
　
善
啓

森
�
　
武
史

寺
川
　
郁
也

牧
野
　
久
夫

山
田
　
元
一

荒
木
　
和
美

井
岡
　
　
勉

梅
村
　
博
也

岡
井
　
英
己

●
田
　
有
弘

廉
隅
　
惇
英

井
上
の
り
子

栗
原
　
　
修

塩
崎
　
守
雄

冨
田
　
芳
子

下
村
　
光
司

西
村
　
治
子

八
木
八
重
子

永
田
　
栄
子

尾
崎
　
艶
子

【
高
校
9
】

大
西
　
康
子

田
中
　
洋
子

岩
●

佳
子

森
　
　
敬
子

長
村
征
四
郎

小
馬
　
一
起

西
田
　
清
一

山
岡
　
征
男

奥
林
　
群
司

梶
原
　
泰
彦

木
村
ヨ
シ
子

本
沢
　
伸
彦

森
本
　
清
彦

矢
野
　
　
悟

村
井
　
静
子

古
村
よ
し
子

田
口
　
　
薫

植
松
　
享
代

中
　
　
清
次

武
田
　
和
子

中
井
　
康
子

山
田
　
昌
宏

横
田
　
陽
一

今
道
　
忠
男

戸
高
　
洋
子

有
山
　
倫
子

中
森
　
　
勝

三
河
　
春
美

横
田
　
　
透

伊
藤
万
起
子

北
尾
　
盛
功

紅
林
　
広
子

斉
藤
　
秀
夫

中
村
　
順
治

水
江
　
邦
子

若
山
喜
久
穂

赤
井
　
愼
一

土
居
登
代
子

若
栗
　
　
淳

芦
原
　
　
章

今
井
シ
ゲ
子

田
口
　
　
仁

田
中
　
純
二

苗
村
　
良
治

石
河
須
賀
子

藤
原
　
次
男

松
井
　
宏
之

【
高
校
10
】

市
岡
　
久
男

菅
野
八
重
子

松
下
　
　
学

奥
田
　
武
彦

小
曽
根
輝
子

吉
田
　
尚
明

宮
崎
　
　
卓

今
井
　
貞
江

谷
岡
美
枝
子

須
藤
　
小
菊

岡
部
捷
次
朗

小
森
　
喜
成

福
田
　
良
三

堀
　
　
純
一

松
岡
　
宏
彰

木
田
　
安
子

亀
田
紀
代
美

池
本
　
正
也

辰
巳
　
育
子

村
田
か
を
る

村
山
　
敏
子

小
山
　
恵
子

西
森
　
　
学

鈴
木
　
久
子

江
副
　
　
昌

大
槻
　
一
弥

菊
地
　
笑
子

北
村
　
美
信

河
村
　
邦
子

草
野
児
太
郎

内
藤
　
　
拓

中
村
　
義
雄

高
橋
　
和
子

花
房
　
秀
樹

赤
沢
　
　
進

細
野
多
津
子

二
ノ
宮
　
豊

桶
皮
千
栄
子

杉
本
　
紀
男

長
澤
　
　
勲

西
村
　
公
一

平
戸
　
　
梓

三
●

清
一

森
谷
　
泰
明

長
村
　
匡
啓

村
上
　
正
亘

今
村
　
愛
子

大
山
　
紀
良

上
野
恵
美
子

篠
田
　
裕
子

関
　
　
昌
子

辻
　
　
輝
夫

西
村
登
努
志

堀
井
　
宣
雄

坂
本
　
良
子

山
岡
　
敬
子

内
山
登
志
江

【
高
校
11
】

●
田
美
智
子

林
　
栄
美
子

福
田
　
宏
司

前
田
　
岩
男

斎
藤
　
朝
子

中
川
　
　
喬

林
　
　
純
隆

柴
田
　
肇
昭

田
中
　
靖
廣

谷
口
　
　
實

西
田
　
英
隆

水
岡
　
節
子

吉
川
　
　
博

岩
崎
　
行
雄

織
田
　
紀
久

久
保
見
英
子

出
浦
　
信
子

國
本
　
恵
子

西
田
　
一
孝

平
井
由
紀
子

内
藤
　
光
子

船
橋
　
桂
子

新
庄
　
　
哲

藤
林
真
知
子

並
川
　
　
清

新
居
田
　
亨

今
村
　
　
賢

岩
●

宏
謨

片
岡
　
　
均

関
　
　
敏
秀

三
好
　
正
孝

朝
枝
英
太
郎

尾
瀬
　
●
子

上
田
紀
久
子

水
嶋
　
正
治

石
田
　
怡
世

高
橋
　
良
和

放
示
　
和
彦

上
田
　
弘
子

跡
田
　
紀
彦

貞
平
　
純
一

花
田
　
　
章

藤
井
　
昭
子

村
井
　
裕
子

【
高
校
12
】

森
田
　
佳
包

木
原
美
代
子

木
村
喜
久
栄

宮
川
　
　
勇

杉
森
　
光
子

清
水
と
み
子

佐
藤
　
　
稔

中
野
　
　
勝

安
部
　
大
佳

斉
藤
　
政
夫

木
村
　
喬
子

坂
本
　
弘
道

坂
本
　
克
也

堀
井
千
都
子

竹
内
　
純
子

林
屋
　
和
男

宮
本
　
茂
敏

小
室
　
烈
生

大
久
保
勝
子

長
村
　
逸
子

北
村
　
力
一

下
村
　
貞
夫

田
所
　
　
武

寺
島
喜
久
子

長
沢
　
紀
男

長
谷
川
秀
和

森
川
　
瑞
子

吉
川
　
聡
子

吉
川
　
信
彦

中
沢
　
昌
子

阪
江
　
孝
次

仁
木
　
鉄
茨

橋
本
　
京
子

古
川
　
　
博

村
田
　
貞
美

柴
田
久
美
子

澤
木
　
●
道

辻
　
　
厚
雄

田
口
　
貞
子

藤
塚
千
恵
子

堀
口
　
初
子

石
垣
　
　
望

上
田
　
雅
嗣

大
久
保
京
子

長
村
　
隆
造

清
水
　
　
茂

中
野
　
喜
正

松
井
　
弘
子

伊
藤
　
勝
己

松
浦
喜
代
子

杉
原
　
隆
子

大
平
　
洋
子

野
田
　
　
馨

上
瀬
　
忠
興

河
合
　
宣
夫

神
保
　
吉
孝

辻
田
　
正
春

原
田
　
和
久

米
田
　
雅
子

林
　
　
良
子

本
田
　
進
彦

元
永
　
靖
三

安
村
　
幸
駿

山
●

稔

【
高
校
13
】

山
口
　
周
子

古
池
　
治
孝

植
村
　
聖
子

西
沢
　
　
稔

山
崎
　
平
馬

今
村
　
操
子

太
田
　
親
利

中
川
　
博
子

戸
田
　
　
郁

吉
村
　
一
美

藤
田
　
喜
昭

稲
垣
　
信
弘

久
保
　
　
力

高
橋
　
佳
子

光
永
　
泰
彦

村
上
　
格
也

山
田
美
奈
子

藤
井
　
靖
子

池
内
　
光
宏

久
保
　
明
子

中
矢
　
邦
生

増
本
　
淳
子

岩
上
　
政
美

長
谷
川
喜
代
子

小
谷
　
暢
子

児
玉
　
順
子

【
高
校
14
】

川
勝
　
　
智

清
水
　
　
満

村
上
　
清
司

安
野
　
敬
次

粟
岡
　
　
茂

五
十
棲
忠
男

内
田
　
雄
子

内
田
　
一
孝

内
田
　
晶
子

今
道
　
周
子

黒
木
　
英
雄

林
　
　
俊
彦

大
橋
　
節
子

宮
本
　
征
子

山
岡
　
　
健

山
本
　
八
重

小
南
　
光
男

飯
尾
　
泰
子

久
世
　
節
子

藤
村
　
民
矢

藤
本
　
洋
介

前
林
　
　
匡

山
中
　
　
昇

高
石
冨
久
子

辻
本
　
忠
佳

島
川
　
公
子

菱
田
　
嘉
明

平
井
　
光
恵

町
田
　
正
則

南
　
　
和
男

●
下
　
　
勝

井
上
　
征
洋

並
川
　
和
雄

小
林
　
　
孝

岡
本
貴
久
子

松
本
　
建
明

矢
野
　
　
功

跡
田
　
　
潔

木
村
百
合
子

寺
西
　
章
郎

小
島
美
智
子

山
本
　
甚
吾

【
高
校
15
】

浜
口
　
　
勝

松
村
　
　
弘

笠
井
起
久
子

谷
岡
　
淑
子

奥
西
　
　
肇

片
岡
　
伸
夫

川
上
　
禧
和

浅
田
久
美
子

水
野
　
邦
朗

山
口
　
宗
彦

森
　
　
鞆
子

綱
村
　
　
恵

米
田
　
泰
子

上
林
　
幸
子

窪
田
　
輝
雄

北
川
　
惠
子

植
田
　
康
乃

山
本
　
正
子

岡
井
　
敏
子

岡
田
　
孝
司

吉
川
　
照
子

上
林
　
信
良

尾
藤
　
洋
子

小
西
　
徳
明

小
林
征
二
郎

小
松
　
正
三

柏
●

征
子

市
川
喜
久
子

辻
　
　
玲
子

井
出
　
京
子

百
武
寿
美
枝

古
川
　
和
●

山
本
弥
素
典

松
本
　
清
子

小
田
　
幸
子

小
川
　
芳
昭

森
田
　
　
暉

南
村
　
富
夫

長
澤
喜
美
代

村
田
　
光
男

増
田
　
敏
子

【
高
校
16
】

上
山
美
喜
代

加
治
　
春
美

植
野
　
安
子

狩
野
　
磯
雄

岡
田
　
順
子

関
河
　
嘉
賢

人
見
佐
知
子

人
見
　
章
夫

江
口
　
善
宏

笠
次
　
　
勝

佐
原
　
和
男

久
村
　
京
子

皆
川
　
喬
夫

長
沢
　
千
栄

橋
本
　
博
久

森
　
　
幸
雄

木
村
　
道
子

竹
内
　
政
一

菅
原
佳
寿
子

田
中
　
敏
子

西
村
チ
ヨ
子

柳
本
知
志
郎

岡
西
須
美
子

【
高
校
17
】

新
井
　
　
貢

中
尾
　
照
美

青
谷
　
憲
二

大
槻
　
愛
子

張
本
　
末
郎

田
川
　
　
満

矢
野
友
次
郎

馬
場
　
　
保

嶋
田
　
豊
三

中
川
　
一
夫

田
中
　
恭
子

楢
本
千
枝
子

團
　
千
惠
子

岡
田
　
良
子

安
井
　
　
要

植
村
　
朋
子

上
田
　
忠
嗣

上
野
　
正
勝

中
澤
　
淳
子

狩
野
　
重
幸

木
村
　
久
代

城
島
　
健
治

飛
川
　
輝
隆

安
村
　
英
子

村
上
　
定
子

池
本
　
孝
哉

今
村
　
祐
嗣

北
岡
千
賀
子

児
島
　
昭
夫

平
岡
　
珠
紀

藤
田
　
恭
子

山
村
　
宗
仁

下
村
　
弘
義

長
束
　
元
和

西
尾
　
忠
夫

青
山
　
清
和

松
井
　
栄
子

島
　
　
宏
和

堀
田
　
悦
子

福
田
　
雅
武

吉
川
　
和
彦

【
高
校
18
】

阪
本
　
弘
子

森
　
　
民
代

高
井
　
良
巳

木
村
須
美
子

石
山
カ
ト
子

芝
　
　
光
枝

金
子
　
悦
子

渋
谷
　
明
彦

温
井
　
節
子

橋
本
　
幸
昭

菱
木
　
広
之

上
田
　
　
勉

中
川
　
和
男

西
田
　
二
郎

横
田
　
浩
一

吉
田
　
利
一

今
井
　
敏
雄

栗
生
　
英
夫

巽
　
　
善
明

樋
口
　
正
治

藤
井
久
美
子

後
藤
　
英
彦

山
越
　
浩
一

梅
田
　
幸
一

長
村
　
隆
司

藤
田
　
憲
治

田
中
　
洋
一

辻
本
　
芳
高

石
田
　
易
司

奥
島
　
慶
一

奥
西
伊
佐
男

長
村
　
暢
之

西
村
　
達
男

久
保
あ
や
子

【
高
校
19
】

松
本
　
房
代

梶
間
貴
美
枝

植
田
し
づ
か

辻
　
美
津
子

亀
井
み
さ
江

渡
辺
　
澄
子

井
上
む
つ
子

大
東
は
る
み

中
澤
　
晴
治

新
井
　
　
修

宇
田
　
憲
司

松
下
百
合
子
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鬼
頭
　
　
修

関
西
　
正
廣

三
田
村
文
雄

桜
井
　
治
男

岡
井
　
俊
幸

皆
川
　
好
江

小
野
　
典
子

西
　
　
恭
子

辻
　
　
篤
子

藤
川
　
恭
子

守
本
　
孝
造

奥
山
　
　
洋

小
島
　
　
厚

竹
田
　
喜
章

岡
山
　
一
男

小
寺
美
佐
江

小
倉
　
宗
俊

中
島
　
和
代

村
山
　
都
子

広
瀬
　
昭
夫

松
村
　
幸
子

村
田
　
秀
一

山
本
　
正
男

武
田
小
夜
子

【
高
校
20
】

柴
田
き
よ
子

山
口
　
秀
子

釣
田
　
法
子

八
木
　
真
弓

鈴
木
　
信
夫

松
本
　
健
治

松
本
　
敏
子

疋
田
　
正
明

田
辺
　
宗
一

小
林
　
幸
恵

安
部
佐
代
子

荘
田
　
房
子

中
坊
　
忠
明

奥
村
栄
美
子

山
北
　
久
可

中
川
加
代
美

川
田
　
和
美

西
田
　
隆
夫

柳
沢
　
幸
夫

土
谷
　
　
安

野
路
佳
代
子

【
高
校
21
】

岡
本
や
よ
い

堤
　
　
由
子

森
　
　
恵
子

志
形
　
順
子

辻
　
　
昭
博

中
川
　
浩
徳

松
村
　
憲
雄

新
保
　
和
江

山
田
　
隆
俊

橋
本
　
満
代

日
下
部
恭
子

古
瀬
　
敬
子

松
沢
　
説
子

松
本
　
一
寛

【
高
校
22
】

杉
本
　
和
子

宮
本
い
く
子

潮
見
　
博
司

平
井
　
敏
彦

阪
部
　
貞
子

福
田
　
泰
子

竹
内
　
淳
子

奥
田
　
光
治

舩
川
　
政
則

浅
野
　
　
弘

定
村
　
雅
文

【
高
校
23
】

奥
津
　
佳
子

大
西
　
敏
恵

水
野
　
　
哲

宮
脇
　
　
浩

高
橋
　
朱
実

奥
西
恵
美
子

福
田
　
桂
俊

松
本
　
　
大

劔
持
　
寛
明

中
山
　
妙
子

片
山
ふ
み
え

安
藤
　
善
紀

石
田
貴
美
子

【
高
校
24
】

竹
村
　
孝
子

田
村
　
治
子

渥
美
加
津
代

白
井
　
理
子

高
松
　
博
子

岩
本
ひ
と
み

室
崎
美
弥
子

井
ノ
口
程
子

堀
口
　
廣
之

根
小
田
良
子

【
高
校
25
】

竹
仲
真
左
子

佐
原
　
広
泰

木
村
　
博
保

萩
野
　
淳
子

栗
木
　
敏
行

岡
野
　
則
夫

【
高
校
26
】

渡
部
　
　
泉

河
瀬
　
悦
子

原
田
由
美
子

長
谷
川
博
志

長
谷
川
淳
子

佐
野
ま
ど
か

岩
崎
　
恭
典

田
中
　
晶
子

【
高
校
27
】

戸
田
　
和
章

山
花
　
克
己

【
高
校
28
】

菅
　
　
淳
子

高
木
　
和
美

東
　
日
出
夫

岡
本
美
佐
子

【
高
校
29
】

近
江
谷
乃
婦
子

富
田
　
智
子

奥
村
　
敏
夫

佐
原
　
　
勤

【
高
校
30
】

小
川
ま
り
子

田
中
　
紀
子

原
　
　
良
美

仲
　
　
栄
司

荒
田
　
浩
嗣

吉
田
　
忠
康

森
田
　
真
美

鍔
田
み
ど
り

服
部
　
信
樹

【
高
校
31
】

浜
中
　
久
子

山
田
　
紀
之

【
高
校
32
】

中
川
　
広
子

武
田
　
　
淳

【
高
校
33
】

大
野
　
律
子

柳
　
　
成
沢

関
田
　
　
朗

村
木
　
匡
子

【
高
校
34
】

太
田
　
敦
雄

西
阪
　
雅
代

名
和
い
ず
み

的
場
　
則
子

中
尾
　
一
夫

【
高
校
35
】

市
原
　
一
模

樋
口
　
明
子

福
井
　
景
一

鳥
飼
　
夏
子

【
高
校
36
】

松
田
久
美
子

【
高
校
37
】

長
谷
川
一
宇

上
島
　
ゆ
き

【
高
校
38
】

藤
井
千
登
勢

吉
田
　
憲
司

【
高
校
39
】

絹
谷
　
友
子

【
高
校
40
】

森
下
　
秀
幸

【
高
校
41
】

三
村
　
哲
子

北
岡
　
豊
久

【
高
校
42
】

宇
野
　
元
博

【
高
校
43
】

三
宮
美
紀
子

【
高
校
44
】

飯
田
　
太
郎

【
高
校
45
】

北
岡
　
高
明

肥
田
　
孝
志

【
高
校
46
】

倉
田
　
　
楽

竹
田
彩
映
子

【
高
校
47
】

倉
恒
　
和
典

米
本
　
光
彦

【
高
校
50
】

中
村
　
　
彩

上
田
　
裕
子

【
高
校
51
】

櫻
田
　
　
賢

【
高
校
52
】

磯
　
　
昌
樹

【
高
校
53
】

清
水
　
　
智

花
原
　
千
尋

【
高
校
54
】

須
藤
　
和
哉

【
高
校
55
】

大
橋
　
祐
馬

田
中
　
良
樹

村
山
　
祐
子

三
木
　
正
大

【
高
校
56
】

村
上
　
学
司

【
高
校
57
】

●
永
　
明
子

会 　 員 　 数 　 一 　 覧

①利用目的

会報の発行・総会の通知・同期会等各
種同窓会活動のため

②登録データの範囲

会員番号・卒業年・回・クラス・氏名
（旧姓名）・住所・電話番号・賛助金会費
納入状況（年度・金額）

③データの開示・訂正等

保有個人データについては、本人の求め
に応じて開示・訂正・利用停止を行う。

④その他

総会・理事会・同期回等各種同窓会の
開催のための主催者となる会員（代表者
１名）以外の第三者には、本人の同意を
得ずにデータの提供を行わない。

会員データ取扱いについて

卒 業 年
1948（昭和23）
1949（昭和24）
1949（昭和24）
1950（昭和25）
1951（昭和26）
1952（昭和27）
1953（昭和28）
1954（昭和29）
1955（昭和30）
1956（昭和31）
1957（昭和32）
1958（昭和33）
1959（昭和34）
1960（昭和35）
1961（昭和36）
1962（昭和37）
1963（昭和38）
1964（昭和39）
1965（昭和40）
1966（昭和41）
1967（昭和42）

卒業回
高女 1

高女 2

高校 1

高校 2

高校 3※

高校 4

高校 5

高校 6

高校 7

高校 8

高校 9

高校10

高校11

高校12

高校13

高校14

高校15

高校16

高校17

高校18

高校19

会員数（内物故者数）
142

155

50

78

174

361

360

385

356

393

364

380

407

445

426

455

437

446

536

714

734

（17）
（12）
（ 6）
（ 5）
（17）
（55）
（38）
（50）
（35）
（27）
（34）
（26）
（15）
（24）
（23）
（19）
（13）
（22）
（16）
（15）
（20）

卒 業 年
1968（昭和43）
1969（昭和44）
1970（昭和45）
1971（昭和46）
1972（昭和47）
1973（昭和48）
1974（昭和49）
1975（昭和50）
1976（昭和51）
1977（昭和52）
1978（昭和53）
1979（昭和54）
1980（昭和55）
1981（昭和56）
1982（昭和57）
1983（昭和58）
1984（昭和59）
1985（昭和60）
1986（昭和61）
1987（昭和62）
1988（昭和63）

卒業回
高校20

高校21

高校22

高校23

高校24

高校25

高校26

高校27

高校28

高校29

高校30

高校31

高校32

高校33

高校34

高校35

高校36

高校37

高校38

高校39

高校40

会員数（内物故者数）
747

709

699

652

667

674

668

466

476

442

435

482

386

437

416

419

428

413

422

433

455

（11）
（16）
（17）
（13）
（11）
（12）
（ 9）
（ 4）
（ 3）
（ 3）
（ 4）
（ 8）
（ 2）
（ 6）
（ 3）
（ 4）
（ 4）
（ 0）
（ 1）
（ 0）
（ 1）

卒 業 年
1989（平成1）
1990（平成2）
1991（平成3）
1992（平成4）
1993（平成5）
1994（平成6）
1995（平成7）
1996（平成8）
1997（平成9）
1998（平成10）
1999（平成11）
2000（平成12）
2001（平成13）
2002（平成14）
2003（平成15）
2004（平成16）
2005（平成17）
2006（平成18）
2007（平成19）
2008（平成20）

合

卒業回
高校41

高校42

高校43

高校44

高校45

高校46

高校47

高校48

高校49

高校50

高校51

高校52

高校53

高校54

高校55

高校56

高校57

高校58

高校59

高校60

計

会員数（内物故者数）
440

452

445

490

467

405

416

376

354

306

297

318

367

336

288

312

241

249

275

223

25,781（630）

（ 0）
（ 1）
（ 1）
（ 0）
（ 2）
（ 0）
（ 1）
（ 1）
（ 2）
（ 1）
（ 0）
（ 0）
（ 0）
（ 0）
（ 0）
（ 0）
（ 0）
（ 0）
（ 0）
（ 0）

※高校３回には「２年転校」・「附設中学」各生を含んでいます。 〔物故者は平成20年12月19日時点です。〕
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京都府立城南高等学校同窓会　会計報告

※今後見込まれる繰越額については、統合後の同窓会費及び城南部会費に充当します。

平成16年度〔平成16年４月１日～平成17年３月31日〕

項　　　　　目
前年度繰越金
入会金（平成16年度卒業生）
賛助金会費
預金利息　外

合　　　　　計

平成17年度〔平成17年４月１日～平成18年３月31日〕

項　　　　　目
前年度繰越金
入会金（平成17年度卒業生）
賛助金会費
預金利息　外

合　　　　　計

平成18年度〔平成18年４月１日～平成19年３月31日〕

項　　　　　目
前年度繰越金
入会金（平成18年度卒業生）
賛助金会費
預金利息　外

合　　　　　計

平成19年度〔平成19年４月１日～平成20年３月31日〕

項　　　　　目
前年度繰越金
入会金（平成19年度卒業生）
賛助金会費
預金利息　外

合　　　　　計

平成20年度〔平成20年４月１日～平成21年３月31日〕

項　　　　　目
前年度繰越金
入会金（平成20年度卒業生）
賛助金会費
預金利息　外

合　　　　　計

金　　額
16,314,791
1,205,000

3,860
19,399

17,543,050

金　　額
15,843,094
1,235,000
2,028,780

99

19,106,973

金　　額
13,754,588
1,355,000

22,800
22,291

15,154,679

金　　額
14,091,395
1,105,000

7,600
23,250

15,227,245

金　　額
13,965,673

880,000
3,000,000

22,327

17,868,000

項　　　　　目
学年同窓会開催補助
ホームページ維持管理
海外研修支援
各種表彰
母校部活動補助
卒業生への記念品
郵券費　外

合　　　　　計
次年度繰越額

項　　　　　目
会報発行・郵送料
学年同窓会開催補助
ホームページ維持管理
各種表彰
母校部活動補助
卒業生への記念品
郵券費　外

合　　　　　計
次年度繰越額

項　　　　　目
学年同窓会開催補助
ホームページ維持管理
各種表彰
母校部活動補助
卒業生への記念品
郵券費　外

合　　　　　計
次年度繰越額

項　　　　　目
学年同窓会開催補助
ホームページ維持管理
各種表彰
母校部活動補助
卒業生への記念品
郵券費　外

合　　　　　計
次年度繰越額

項　　　　　目
学年同窓会開催補助
ホームページ維持管理
各種表彰
母校部活動補助
卒業生への記念品
閉校記念事業費
会報（閉校記念保存用）発行
●●（●●〃●●●●）郵送料
郵券費　外
予備費（繰越予想額）※

合　　　　　計

（単位：円）
金　　額

167,000
155,820
100,525
510,000
100,000
234,517
432,094

1,699,956
15,843,094

（単位：円）
金　　額

4,023,170
99,050

181,440
80,000

160,000
362,570
446,155

5,352,385
13,754,588

（単位：円）
金　　額

126,600
181,020
50,000

170,000
392,469
143,195

1,063,284
14,091,395

（単位：円）
金　　額

166,800
181,020
100,000
180,000
351,015
282,737

1,261,572
13,965,673

（単位：円）
金　　額

100,000
181,020
100,000
150,000
274,000

2,050,000
2,900,000
2,200,000
100,000

9,812,980
17,868,000

収

入

の

部

収

入

の

部

収
入
の
部
（
1
年
間
の
見
込
額
）

収

入

の

部

収

入

の

部

支

出

の

部

支

出

の

部

支
出
の
部
（
1
年
間
の
見
込
額
）

支

出

の

部

支

出

の

部
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昭
和
18
年
の
創
立
以
来
、
南
山
城
地
域

の
学
校
教
育
の
一
中
心
と
し
て
多
く
の
人

材
を
送
り
出
し
て
き
た
母
校
城
南
高
校
が

姿
を
消
す
寂
し
さ
を
抑
え
つ
つ
、
城
南
高

校
同
窓
会
の
最
後
を
締
め
く
く
る
仕
事
の

一
つ
と
し
て
、
同
窓
会
報
最
終
版
の
編
集

に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
城
南

高
校
66
年
の
歴
史
を
総
括
す
る
も
の
を
と

考
え
ま
し
た
が
、
す
で
に
「
創
立
五
十
周

年
記
念
誌
」
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
時
々

の
会
報
も
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
は

ク
ラ
ブ
活
動
の
過
去
の
業
績
や
現
況
、
同

窓
会
と
し
て
と
り
く
ん
で
き
た
母
校
支
援

事
業
の
総
括
に
重
点
を
お
き
、
ま
た
城
南

高
校
の
閉
校
に
関
連
す
る
行
事
の
案
内
、

城
南
菱
創
高
校
の
紹
介
、
城
南
高
校
同
窓

会
を
ど
の
よ
う
に
城
南
菱
創
高
校
同
窓
会

へ
と
継
続
発
展
さ
せ
て
い
く
か
に
つ
い
て

の
現
時
点
で
の
構
想
を
と
り
上
げ
ま
し

た
。
最
近
、
学
年
同
窓
会
や
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ

会
が
よ
く
開
か
れ
、
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
閉
校
後
も
同
窓
会
と
し
て
助

成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

恩
師
の
先
生
方
に
は
、
昨
年
日
本
藝
術
院

賞
を
受
賞
さ
れ
た
杭
迫
晴
司
先
生
に
本
号

の
題
字
を
揮
毫
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
多

く
の
先
生
方
か
ら
城
南
高
校
の
思
い
出
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

紙
数
の
制
約
も
あ
っ
て
会
員
の
皆
様
の

期
待
に
十
分
に
こ
た
え
ら
れ
な
か
っ
た
点

が
あ
れ
ば
、
ど
う
か
ご
寛
恕
く
だ
さ
い
。

平成19・20年度役員
▼会　　長

辻　　輝夫
▼副 会 長

鬼頭　　修
森　　進冶

▼会　　計

城島　貞男
▼常任理事

籔内マサ子
豊田　元彦
池本　　甫
谷口　洋二
池内　光宏
栗田　淳二
奥西伊佐男
中川　浩徳
谷口　忠夫

▼会計監査

横田　浩一
▼顧　　問

中川　和男
谷本　義和

▼理　　事

北村　秀子
貸谷　紀子
岡井紗知子

（ 回）

（ 回）
（ 回）

（ 回）

（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）

（ 回）

（ 回）
（校長）

（ 回）
（ 回）
（ 回）

10

19

26

7

3

4

6

12

13

17

18

21

25

18

18

女1

女2

1

森　　美智
更谷　幸代
多賀谷深雪
小出　澄生
林　　大洋
南郷　精利
古川　平吾
久保田　亘
石橋　重子
樋垣　常信
山本　哲治
古川　　章
木田　武昌
仲　　郁子
若山喜久穂
西村　公一
浅見　健二
谷口　　實
放示　和彦
石垣　　望
高木　健二
荒木　正義
川越　　清
佐野　信之
池田　正彦
厚見　和子

（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）

2

3

3

4

4

5

5

5

6

7

8

8

9

9

9

10

10

11

11

12

12

12

13

14

14

14

小林征二郎
林　　猛雄
北川　恵子
谷村　稔
桑原志保子
石田　繁子
中澤　淳子
西尾　忠夫
武田小夜子
中島　和代
京極　利治
松林　良周
桐山　弘男
寺元　綾乃
小森　雅夫
吉岡　　徹
森　　正子
田中　信三
北岡　広一
森西紀美子
西村　一洋
塩川　正博
松下　　茂
山本　　脩
藤井　　直
村司　　満

（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）

15

15

15

16

16

16

17

17

19

19

20

21

22

22

23

24

25

25

26

26

26

27

27

27

28

28

佐原　　勤
能勢　治彦
飯田　清美
野村　　敏
武尾　正信
売間　秀之
幡谷　真一
吉村　裕之
中尾　一夫
広田　文謙
森　真由美
実本　裕子
川北浩太郎
大村　武則
元山ゆたか
千崎　照美
尾崎　忠之
堀　　貴博
鈴木　　学
吉野　一樹
八木　博司
桑原　謙二
平松八重子
波多野一稔
莇　　政夫
角田　　誠

（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）

29

29

29

30

31

31

32

33

34

34

34

35

35

36

37

38

39

40

41

41

42

43

44

45

46

47

高橋　晋介
岡本　城児
谷本　康之
石橋　昌史
福島　圭吾
清水　寛一
坂本　篤美
中村　光男
河合　康伸
椿　　純一
石倉　健二
池田　栄太
亀田あやこ
川崎いつか
川田麻由美
中田　光一
大西　菜穂
竹元　良介
吉岡　正晃
藤原　宣顯
渡邊　　岳
石井麻美子
辻　　美宙
橋本　卓也
河本　幸亮
友納　万迪

（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）
（ 回）

47

48

48

49

49

50

50

50

52

52

52

53

53

53

54

54

55

56

56

57

57

58

58

59

59

60

編
集
後
記

最終版・特別号　会報編集委員会

委 員 長：豊田　元彦（４回）
副委員長：辻　　輝夫（10回）木村　博保（25回）

中尾　一夫（34回）
委　　員：籔内マサ子（３回）城島　貞男（７回）

中川　和男（18回）鬼頭　　修（19回）
佐原　和男（26回）

※編集の都合上、ご寄稿をいただいた原稿に適宜
加筆・訂正を行いました。

どの学校の同窓会も、発足当初は卒業時の入会金を財源
として運営していますが、総会・各種委員会、会報の発行
などの諸活動を、年々ふえ続ける会員を抱えて、一定額の
入会金の財源で賄っていくことは不可能です。
母校への支援を含めた活動を続けていくためには、同窓
会の活動にご理解のある会員の方々に賛助金会費を拠出し
ていただくしか方法はありません。事情をお察しいただき、
同窓会の存続のためにふるってご応募賜わりますよう、お
願い申し上げます。

賛助金会費拠出のお願い
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